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学校施設

児童・生徒たちの健やかな成長・

発達を促し、豊かな人間性を育み、

また、学習をより充実したものとす

る上で、学校施設の整備を図ること

は極めて重要なことです。
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教蘭の充実

銭塘小学校

また、昨今における社会情勢の急

激な変化に伴い、それぞれの地域が

目指す生活像及び環境像が多様化し

ていますo　そのため、地域住民参加

型の「開かれた学校づくり」を構築

するために、学校施設のあり方にも

変化が求められるようになり、 「個

性的で良質な空間を備えた学校施設」

整備の必要性が、近年ますます高ま

ってきています.-.

市では、より豊かな教育環境づく

りの構築のために、学習指導方法の

多様化に対応できる施設の整備、教

育の適正化を図るための過大規模校

の分離新設、都市景観と合致した緑

豊かな環境整備、体力向上を図るた

めの体育施設の整備拡充、地域住民

も利用できる文化性の高い施設づく

りなど、計画的に学校施設の質的整

備を図り、開かれた学校づくりを推

進しています.。

さらに、近年、地球にやさしい環

境づくりの一環として、新設校の建

設や既設校の全面改築の際には、校

舎等の屋根の雨水を集めトイレの洗

浄水として再利用する中水道設備の

整備を進めるとともに、高度化・複

雑化している現代社会において精神

的な不安、ストレスを受けやすい子

供に「生きる力」と「ゆとり」の教

育を展開できる施設として、カウン

セリング室を整備しています。また、

12年度～13年度にかけて白川小学校

に屋内運動場の上に水泳プールを配

置した複合施設を建設し、敷地の有

効活用を図っております。

今後も、心身共に健全な児童・生

徒を育成するために、ゆとりと潤い

のある教育環境づくりを推進してい

きます。

学校教育

学校教育においては、「ゆとり」

の中で、子どもたちが自ら考え、自

ら学ぶことができる「生きる力」を

育成するために、家庭や地域と連携

を図りながら、学校の特色を生かし

た教育を実践しています,。

1豊かな心を育てる

道徳教育や特別活動などにおける

体験的な活動、ボランティア活動を

充実し、思いやりの心など豊かな人

間性を培います。

2確かな学力をつける

ゆとりある教育活動の小で、基礎・

基本を身につけ、一人一人の興味や

関心に応じた学習活動に取り組みます。

3自ら考え.自ら学ぶ力を育てる

「総合的な学習の時間」などを通

して、子どもたちが自ら課題に気づ

き、考え、解決していく力を育成します,-,

4億やかな身体を育てる

豊かな運動生活によって体力の向

上を図るとともに、健康で安全な生

活をする態度や能力を育てます。

5特色ある宇校づくりを進める

子どもたちの実態や地域の特性を

生かし、創意工夫した教育活動を展

開することによって、個性豊かな学

校づくりを進めます0

6学校・家庭・地域の連携をBi]る

学校支援ボランティアや地域の教

材を活用した教育活動を進め、学校

と地域が-・体となって子どもたちの

健全な育成を図ります,J

S忍呂1_寸m0-
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青画の成長支援

～心豊かなたくましい青年を育む～

青少年が将来への夢を持ち、自ら

の力で時代を切り拓くことができる

よう、家庭・学校・地域社会が連携

し、一体となって取り組む必要があ

ります。本市では青少年育成計画に

基づき、「生きる力」を備えた青少

年の育成をE]指します。

1.青少年活動の拡充

青少年の健全育成を図るため、家

庭教育の充実や青少年の自主活動・

社会参加の促進に努めていますDま

た、地域でのプレイパーク活動の支

援や国内外の都市の青少年との交流

にも力を入れています。

さらに、子ども文化会館、金峰山

少年自然の家、あそ教育キャンプ場、

勤労青少年ホームなど青少年活動の

拠点施設の機能充実と児童育成クラ

ブによる放課後児童対策を充実します。

2.青少年育成環境の整備

家庭・地域の教育力の向上支援策

として、保護者等を対象とした家庭

教育学級の開催や地域団体、PTA

との連携を図りながら、子ども会活

動の支援、リーダーの育成を進めて

います。,

非行防止活動としては、地域・学

校・警察等との連携を図りながら、

中心街及び地域での補導活動を行っ

ています。

さらに、ヤングテレホンをはじめ、

いろいろな青少年相談の充実にも取

り組んでいます。
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生涯学習の推進

市民の学習意欲が年々高まる中で、

本市では年間延べ約5万6千人の方々

が、公立公民館等において生涯学習

に取り組んでいますo　また、公立公

民館等の利用者は、講座生及び貸館

など含めると延べ71万人に達してい

ます。

生涯学習社会の実現を目指して、

社会の変化や市民のニーズに的確に

対応する生涯学習の総合的・効果的

な推進を図るため、平成4年8月、

熊本市生涯教育基本調査委員会から

「熊本市における生涯教育推進方策」

について3項目にわたり提言を受け

ました。

この提言をふまえ、本市が先に策

定した21世紀を展望した「基本構想」

「基本計画」における生涯学習の諸

施策について取り組んでいます。

Bil書館

図書館は、 76万酔余の図書資料の

貸山、読書相談のはか、図書展、本

の読み聞かせや紙芝居、読書啓発の

ための郷土史をはじめとする講演会、

視聴覚ライブラリーの子ども・名作・

R曜映画会等の催しを行っています。

また、図書館は、移動図書館、分

館機能を有する14カ所の公民館等図

書室と共に本市の図書サービスネッ

トワークを形成し、多数の市民に利

用されています。,

なお、高度化、多様化した市民の

読者需要にこたえ、 21世紀を展望し

た生涯学習の基幹施設として、また、

市民に愛される文化拠点施設として

ハード・ソフト両面から整備を進め

ています。

公民館

専用施設の中央公民館と各地域に

複合施設として、西部、南部、東部、

龍田、託麻、幸田、清水、秋津、大

江、花園、北部、飽田、茄福公民館

の合わせて14の公立公民館がありま

すL,また、北部公民館に北部東、西

里の2つの分館があり、中央公民館

の分室が、天明と河内にありますっ

このほか、市民の身近な生涯学習

の場である地域公民館(公民館類似

施設)が422館あり、それぞれ地域

の特色を生かした様々な活動を展開

しています。

博物館

熊本城三の丸地区にある博物館は、

自然・人文・理工科学関係資料約

5.000点を展示し、これにプラネタ

リウムを併設した県内唯・の総合博

物館です,,

また,資料収集・調査等を行うと

ともに教育普及活動として「化石講

座」をはじめとする各種学習講座の

開設、特別展示会・移動博物館、こ

ども科学ものづくり教室を開催する

など多くの人々に利用されています。

平成11年度は特別展「加藤・細川

両家と熊本城」を開催し好評を得ま
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本市では、全ての市民がスポーツ

を通して、健康的でいきいきと生活

できる都市を目指して、「スポーツ

都市宣言」を行い、市民がいつでも

スポーツに親しめる機会を拡充する

ために、総合的な生涯スポーツ振興

施策を進めています,,

1スポーツ機会の充実

市民の多様なスポーツ活動を支援

ozsiiisni㌢OTO
r'。RAN

するために、スポーツ指導者の育成

や地域に根ざし口常的にスポーツや

健康づくりを行う、地域スポーツク

ラブを各地に育成し、その運営を支

援します,J

また、市民総参加のスポーツ大会

の開催や各種スポーツ大会への支援

はもとより、誰もが気軽に参加でき

るようなスポーツの普及啓発を図る

などスポーツ活動の機会の充実に取

り組んでいます。

2　スポーツ施設の活用

市民のスポーツ・レクリエーショ

ン活動の拠点として、公園機能を備

えた浜線健康パークや南部総合スポ

ーツセンターをはじめ、野球場、競

技場、武道場、体育館などのスポー

ツ施設があり、多くの市民の方々に

熊本市民スポーツフェスタ夏季大会

利用されています。

今後とも、市民-一人ひとりが日常

生活の中でいつでも気軽に利用でき、

身近なスポーツ施設として、整備の

充実を図り、施設利用者の利便性の

向上と有効活用に努めていきます。

芸術文化

人々に深い感動を与え、心の豊か

さを満たす芸術文化は、毎日の生活

に潤いと安らぎを与えます。

優れた公演や美術作品の鑑賞、日

頃の文化活動への参加など、生活の

中に芸術文化を求める人々が増加し

ています。多くの人が芸術文化を楽

しむため、文化活動に触れる機会を

拡充したり、文化活動を楽しむ人々

の裾野を広げ、質を高めるため、様々

な事業を実施しています。

また、全国へ向け薫り高い熊本独

自の文化の発信を図るために、新た

な芸術文化が生まれる環境の整備や

文化活動者に対する積極的な支援を

行っています。

地域文化

各市民センターや公民館、コミュ

ニティセンター等では、市民がより

身近に文化に接し、様々な文化活動

を展開できるような場の提供や機会

の創出に努めていますO

又、地域に継承され、育まれてき

た伝統文化を再認識し、理解や関心

を深め、一層活発な文化活動や文化

交流を促進し、新たな地域文化を創

造していきますD

生活文化

今、私たち個々の価値観が多様化

している中、衣・食・住など日常生

活そのものも自分に合ったスタイル

へと変化しています。

口々の暮らしの中で生活文化が生
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まれ、潤いや心のゆとりを求める創

造は、みなさん一人一人が担い手と

なっています。この生活文化への活

力が高まることは、幸せを感じるま

ちづくりを目指す中で、大きな役割

を果たしていくものと考えます。

本市では、みなさんの生き生きと

した生活文化活動を支援し、また地

域の特性とニーズを反映できるよう

様々な方面(文化、経済、環境、教

育等)から生活文化の向上、活性化

に取り組んでまいります。

人づくり基金

高齢化、国際化、情報化が進展す

る現代の社会は、価値観が多様化し

ていますr,このような中、時代に流

されない広い視野、豊かな感性を持

つ人材が必要とされます。

多くの市民の方々から寄せられた　　r

浄財を基金として創設された「熊本

市制100周年記念人づくり基金」では、

社会の各分野で、将来指導者として

活躍する人材に育っていただくよう

研修費等の助成を行っていますo

これまで134件の個人・団体の方々

が援助を受け、更に研鐙を積み,ふ

るさと熊本の発展と次代の人々の育

成に貢献されています。

研修成果の発表

川鵠豊:oT
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文化財は先人の残した宝物であり、

市民共有の財産です。それを守り後

世に伝えることが個性豊かなまちづ

くり、歴史を生かしたまちづくりに

も大きな役割を果たすもので、その

保存・活榊に努めています。

市域内では古代からの人々の生活

の営みの跡が466カ所確認されてい

ます。特に池上町平の国指定史跡「池

辺寺跡」は平安時代の山岳密教寺院
1一

跡と考えられ、埴敷(レンガの一種)

の建物跡や規則的に並ぶ百基もの不

思議な石積みが発見されており全国

的にも珍しい遺跡ですC

また、熊本市は幕末から明治、大

正、昭和と時代の大きなうねりの中

で、歴史を見続けてきた熊本城や旧

第五高等中学校(現熊本大学)本館

などの重要文化財が残されているほ

か.横井小楯を初め多くの思想家や

文豪が活躍してきた地でもあります。

市では現在、市指定文化財「小泉八

雲熊本旧居」を始めとし8カ所の記

念館を・般公開して、ふるさとを築

いてきた先哲を顕彰しています。

他に、多くの伝統芸能や伝統技術

なども数多く伝えられていますが、

これらの保存継承のため後継者育成

などの支援にも努めています。
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熊本城

復元予想図

現存する建造物
重要文化財
つ　　こ`フe、っ　　　　　　　　　　　　　　Tこ　こ

①宇土櫓　　　　④田子櫓　　　　●平櫓
1′・ ・T、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′しつ

●源之進櫓　　　●乗十八間櫓　　●監物櫓

●四間櫓　　　　●北十八間櫓　(新堀櫓)

②十四問櫓　　　●五問櫓　　　〔5)長塀
あ)'すLT)

③t間櫓　　　　●不開門

熊本城

本市には歴史と文化に培われた多

くの文化財が継承され、 191件が国・

県・市の指定を受けています。.その

中で、歴史都市くまもとの象徴とな

っているのが熊本城ですO

熊本城は加藤清正が築いた約98万

平方メートルにも及ぶ豪壮雄大な城

であり、本丸、二の丸を中心とした

43万平方メートルは国の特別史跡に、

また、現存する宇土櫓、長塀など13

棟の建物が国の重要文化財に指定さ

その他

ゥ平御櫓

⑦西大手門
'蝣Piを・ ど

⑧頬当御門

喧二,大天守

⑬小天守

れていますO

熊本城復元整備

熊本城は、かつて大小2つの天守

閣をはじめ櫓49、櫓門18、城門29の

建造物があったといわれていますが、

明治4年の鎮西鎮台設置後、城内の

軍事施設化に伴う解体・撤去が始ま

り、明治10年の西南の役の際には、

熊本のシンボルとして襲えていた天

守閣をはじめ本丸御殿など本丸内の

建物も原因不明の出火により焼失す

るなど、その多くが失われてしまい

復元予定の建造物

1 J''d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-L_-

iO数寄屋丸二階翻広間　　0戎亥櫓　　　　〇百問櫓　　　　e憧方三隅櫓
し・=

吃)酉櫓御門　　　　　　　◎元太鼓櫓　　　㊥竹の九五階櫓　0北大亭門

・恩馬具櫓　　　　　　　　◎未申櫓　　　　0本丸御殿大広間
き"-'Ji

⑭旧細川刑部邸　　　　◎南大手門　　　0数寄屋九五階憎

㊥飯田九五隅櫓　0御嚢五臓櫓

ました。

そこで、本市では、この貴重な歴

史遺産である熊本城を後世に継承す

るため、昭和35年の大守閣再建をは

じめ西大手門、数寄屋丸二階御広間

等の建造物の復元、石垣等の保全に

力を入れてまいりました。

今後は、熊本城の魅力をさらに高

めるため、歴史的建造物の復元はも

とより、市民の憩いの場として、ま

た観光拠点として、総合整備を図る

こととし、現在、その本格的な復元

,　j　`

7t i

整備を進めています。.築城400年に

あたる平成19年(2007.)までには、

西出丸一帯の櫓や塀、門、そして飯

田九五階櫓及び本丸御殿大広間等を

復元する予定です。

また、市民総参加による復元整備

を目指して創設した復元募金には、

市内をはじめ全国の多くの方々から

心温まるご支援を頂いていますL,

、諜Jl ,t「.=言s'65



読++
LLJ一一.:.,

∴
′.

il血 ,!il芸.二iziM zLiiil董想 .曇違憲 血 】、.一n- … . .盟 通 喜悪品 志だ 定 聖 堂 .̂vi'a>.-.4.意.1,蝣震 畏 一▲TA.∴

-～
-
一

一
一
一

一
一一
一一

一

一

一
l-
ii

i

.I

i

議 長 譲会事声努局. 総葬夷課言覇撃諜

H a p p in e ss k u m a m oto

行 壷 附
▼しあわせfsi,A ぢiとS liの‥′
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m m m 秘書課市民交流サロン

+

-

'

.隻
s
凄

よ
y

tl

I
'

q

鮭 市民生活局 芸望笠芸芸B= ≡買董喜蓋≡買≡曇≡喜≡誓Tig買華 喜云主表芸≡蓋軍至芸芋窯志≡≡曇喜曇華 蛇ンクー、勤別臥PL,ンクー二I

nt ' : ;':.蝣 :( 'I;!. : 蝣!iii: 蝣liltIif :…… …I:I " i iiii y i 、、.Lま 1IIA ' ^ ＼=3 J 高 射l虹M
*

奇 健康福祉局F 雲BmB慧言霊票 指導監査諜 i

行 芸 芸憲 = 喜≡≡蓋喜竃蓋窯 #);芸≡軍誓≡蓋芸蓋…≡讐≡≡表芸≡慢≡1=芸≡譲保1芸芸#:≡鮮 課
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機 長役

棉

一軍

北部.西部.東部クリJンセンター東部J西部環境I土易
環境総合研究所

4 m 貫 通 等 賢

■歴代市長 左から岩本洋一収入役、三角保之市長、後藤勝介助役

平 下 提ロ 中央蒜琵琶ンタJ 乗蒜浄蝣fttzンクT 南蒜蒜毘センタl廻岩蒜浄化lPンクl

>- - __ . . ..

号 市民病院FT 宰 相 局一 票票霊院医事諜

霜 義 日m&22.5.6"26.9.15日貰…芸芸謳 ll義音義l日mî nb3*017.6.25"20.10.4日藁…憲 ? 蔓 …….…: 琵票霊= …喜寿屈蓋:;…蕊 …喜蓋…萱…蕊…薫……曇…l=中央消防署西消欄剛カ所

3 辛 島 格 ′′ 3 0 . 9 .1 3 大 正 2 . 上 2 0 13 -14 福 田 虎 亀 〝 2 1 . 6 . 14 〝 2 3 . 2 . 9

4 山 田 珠 - 大 正 2 . 4 . 2 〟 3 . 1 0 . 1 0 1 5 佐 藤 真 佐 男 〝 2 3 . 4 . 7 〟 2 7 . 3 . 7

杢 教 育 教 育 委 員 会 教 育 那 奈部 - 松柏説 教胃企画課 施設課

委 員 会 革 軍票 局 学 校 教 育 部 - 学校教育課 指導課 儒康教育課 全国高等学校総合体毒大会推進室 人権教育指導室
高等学校 { 2 ) 等修学j校 C 1 ) 中学校 (3 7 ) 小学校 (8 0 〕 小芋.校分校 ( 1 ) 幼稚園 l= 7 ‥, 字校指 食共同調≡哩場 (16 ‥)

5 倍 田 昌 今 〝 4 . 1 ▼1 4 〝 6 . 9 . 3 1 6 林 田 正 治 〝 2 7 . 3 .2 0 ′′ 3 1 . 2 .2 3

6 佐 柳 藤 太 〟 6 .1 上 2 0 ′′ 10 . l l . 1 9 1 7 -18 坂 口 主 税 ′′ 3 1 . 3 . 1 6 ′′ 3 8 . 1 . 4

生 涯 学 習 部 - 生涯宇習言累(金 峰山少年 自然 の雰 ) 文化財諜 社会1本酉謙 中央Jil民結 く五福公民館 J) 他12 ォ民妹 子 とも文化完結

教育センタl

[∃ 含 卓岳

-誹 喜 ≡ 一日蕪 萄 日II" 1… …… -=過 萱 喜 蓋 琶 I! …… 2 . 1 51 2 . 2 01 2 . 71 2 . 7 壷 芸妄 1 1 .2 6 11 2 . 61 2 . 6〟 1 1 . 1 .1 9 ′′ 14 . 7 . 1 3 19 -2 0 石 坂 繁

L .!

O U SH ISE晋蝣JTOO RAトP

博 物 館

l監 査 賛 異 r- 監 査 事 殉 局 - 監査第】諜 ▼監査第二課

l人 事 畢 員 芸 ト- 人事委員会草花局 I 調査課 一任間諜

-選挙管理委員会 卜- 選挙管理委員会朝莞荒 - 総矛舞讃 .選挙課

農 棄 委 員 会 ト- 駿業委員芸事掩局
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こ..I.1霞 H 電 蓄 0 - ■市議会議員 (平成 13 年 3 月3 1日現在 ) . 粁淫‥.ー hhShpeP '
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lB i墜 長 …TiS^-l-A s liJ g ^ I lfJit i M 52ォ(a i 51ォ)t?ffォ3n ti'it .^ * fcU li,flS S アft ffi * f i a (22iB),・̂ 7y (9ォ),<itt21(8,̂ t l * t I ffl (7̂ ),H* ft I」IW l i (3̂ ),* B(fl (l̂ )>Sft ?57'(l^ )n 7# tォ )S ?iit v̂ t a 糾 昌9 .葵 長
一

; ■歴代市議会議長

氏 名 会 派 氏 名 会 派 潤艶 田含m m m 葛 AM & iT

芸 票 芸 霊 宝 雷 雲 jRE 呂 霊 芸 冒 雲 21 g | 3 L ォ . ㌔ l r E

票 田 征士冨 = = 芸 歪 芸 芸 芸/: 完 2; & 二録 盛 衰 慧 鞠 慧 室 こ.叫T 昆 j■

辛 ^̂^̂ B̂̂Ĥ ^̂^̂H 。̂^̂^̂^̂K~̂Ê 。̂.Î r̂ ^̂^̂蝣̂̂̂ ^̂ 蝣̂̂̂」̂̂^̂蝣̂̂30? V̂^̂ l̂ ^̂ ^̂ ^̂^̂ ^̂ L̂^̂̂ ^̂^̂^̂ L̂z. ^̂^̂ B̂^̂^̂^̂^̂^̂^̂I Î^̂ 。̂^̂^̂P^̂^̂ ^̂^̂^̂^̂。.

一 代 氏 名 就任年月日 】退任年月日 代 氏 名 就任年月日 退任年月日 代 氏 名 . 就任年月日 退任年月日

f! 鼎 … … 22 4 26 H 5& 24.1 .2 1 15 ア * W fc U BgfP 26.5 .15 BSSl 30.4 .20 29 ft * ォ * igサ 54.5 .1424 1 22 サ 28.5 .13 16 1 S S S サ 30.5 .2 1 " 34.4 .8 30 ft 0i If * " 56.12.828 5 14 サ 31.5 .22 17 ft til ft ft " 34.6 .12 サ 36.3 .24 3 1 g g * ^ サ 58.5 .183 1.5 .23 " 36.2 .5 18 ^ t5 ・ * サ 36.3 .24 ォ 38.4 .30 32 ^ 5 」 」 " 60.9 .636 2 6 " 37.4 .30 19 g g|? ;* HP サ 38.5 .18 サ 40.3 .18 33 rt ffl ^ g サ 61.12.1537.5 .27 * IE 2 .4 .30 20 # ア ョ A サ 40.3 .18 " 40.12.7 34 ffi ft 1 % " 62.5 .222 .5 .10 " 6 .4 .30 2 1 5 # M 41 '' 41.7 .4 " 42.4 .30 35 W 1 I t " 63.12.16 ≡ 56.12.858.4 .3060.9 .66 1.12.1562.4 .363.12.162 .3 .26

蓋和≡ 蓋し曇 … ≡ ≡ 蔓 ≡ ≡ 享要 望 喜 1,-血. / A. 五 ㌔ ..遥l ′ J i K ユ E.、…

k燕 … … 摘 … 待 射 常芸 .窯 ≡ (覇 芸 芸 器 姦 霊這晃 遠 姦 悪雲若し、葦悪酪 ぢ

-

8 山 隈 康 〝 6 .5 .15 〝 10.9 .30 22 安 部 次 郎 ′′42.5 .20 '< 43.7 .3 36 矢 野 昭 三 平成 2.3 .26 〝 3.4 .30 重 松 孝 文 共 産 党 竹 本 勇 自 民 異 常 教育市民委員芸 9 市民生活局、教育委員会の所管に属する事項
910 荒 隈 源次拙 /I 豊 呂霊鳥 149‥9.305 .7 孟芸 雷 是I 雷 ニ 芸芸‥7.1312.4 芸3.12.4.4 .30 措 毘 慧 笠 鵠 152‥ ォ 5.12.3" 7 .4 .30

- 1l 平 野 龍 起 昭和 9.5 .8 ′蝣' 17.6 .14 25 落 水 清 〝 46.5 .20 〝 48.6 .6 39 荒 木 哲 美 〝 7 .5 .19 〟 9.3 .27

1書芸 霊 宝笠漂 :言 芸‥昌‥ ii 22.ォ 23.芸‥29 27 2冒墓 岩 雷 雲 :言 3,6 .615 .16 器.4 .30.6 .4 404 1 吉 悪 霊讐 ii 9 .3 .2サ 11.5 .2温 11.4 .30a 4>

中 松 健 児 く ま 21 田 尻 武 男 自 民 党 任 保健福祉委員会 9 健康福祉乱 市民病院の所管に属する事項

一 芸々宝 芸 芸 三 雲 ≡膿 芸 昭 塁 = 芸 書 芸 環境水道委員会 8 環境保線 水抑 所管に属する事項

鈴 木 弘 公 明 党 烏 永 慶 孝 自 民 党 会 経済交通委員会 8 経済振興局、農業委員会、交通局の所管に属する事項
l l4 大 塚 勇次郎 ′′23.6 .5 ′i 26.4 .29 28 上 田 堅 太 ′′52.6 .4 〟 54.4 .30 牛 嶋 弘 自 民 党 村 山 義 雄 無 所 属 建 設 委 員 会 9 都市整備局、建言娼 の所管に属する事項

■歴代市 議会副議長
忘 ㌫ 雲 孟 = 昌 芸 芸 霊 霊 宝 = 昌 芸 議 会 運 営 委 員 会 13 議会運営に関する調査

代 氏 名 就任年月日 退任年月日 冊 氏 名 佃 任年月日 退任年月日 睡 氏 名 I 就任年月日 退任年月日 I 岡 Ej 健 士 自 民 党 西 村 建 治平 成 ク 藁 郡市活性化撒 酬願 芸 13 新幹線整備及び都市の活力をもたらす基盤整備のための対策に関する調査

1 下 田 - 直 明治 22.4 .26 明治24.1 .2 1 17 橋 本 寿 七 昭和 9.5 .8 昭和 17.5 .20 33 荒 木 昇 昭.和48.6 .6 昭和50.4 .30

! 2 T ffl $f ii " 24 1 22 サ 31.5 .22 18 B ffl l - S '' 17.6 .11 サ 22.4 .29 34 I Oj i| ft サ 50.5 .16 "; 3 # Oj S + fiP " 31.5 .23 " 32.2 .7 19 ~k if S ft fi|5 " 22.6 .9 ォ 23.6 .5 35 & i? S3 ^ '' 52.6 .4 "4 # 」 1 " 32 2 8 a 36.2 .5 20 ftp Jll 11 ft サ 23.6 .5 " 26.4 .29 36 1 I I 1 ォ 54.5 .14 ォ: 5 til m 」ア$ " 36.2 .6 " 36.2 .11 2 1 ft ?IJ S " 26.5 .15 ォ 28.9 .5 37 I K S ^ '' 56.12.8 ": 6 i g|5 3S ?l " 36.2 .12 ォ 36.5 .11 22 ア if M " 28.9 .25 '< 30.4 .30 38 6 5 IE " 58.5 .18 サ7 S I I | ォ 36.5 .12 サ 37.2 .12 2 3 H it S " 30.5 .21 サ 32.12.28 39 ft P ft i サ 60.9 .6 サ! 8 」 <i ^ 2Sfi[5 サ 37.2 .13 " 40.ll.4 24 」 It I サ " 34.6 .12 ォ 35.3 .21 40 S tt 1 " 6 1.12.15 サ: 9 fi if E III ォ 40.ll.14 ォ 42.1 .27 25 S I B I " 35.3 .21 サ 37.7 .9 4 1 fj * S " 62.5 .22 サ10 ;5J ffl 1 ォ 42 1 .28 * I 2 .4 .30 26 S ォ I ft " 37.7 .9 サ 38.4 .30 4 2 }t i IS A " 63.12.16 f fig11 # サ ffi * * iE 2 .5 .10 " 6 .4 .30 27 5 # 1 If サ 38.5 .18 " 4 1.7 .4 43 ft 1 」 f ・S 2 .3 .26 サ12 m i Sf サ 6.5 .15 " 7 .3 .10 28 S tt < ft " 41.7 .4 " 42.4 .30 44 ffi ffl S " 3 .5.17 "13 I if SL サ 7.3 .11 I' 10.9 .30 29 ft 1 H ? " 42.5 .20 " 44.3 .24 45 {f ft % & ォ 5.12.3 "14 7k ア M *S " 10.10.14 サ 14.9 .30 30 & Jll H 1 " 44.3 .25 サ 44.6 .28 46 g g E - サ 7.5 .19 "! 15 ;S] m S " 14 10.12 B ffl 4 .9 .30 3 1 5 I Jt " 44.9 .13 サ 46.4 .30 47 $ )R 1$ サ 9.3 .27 ": 16 ・ B II g BSffl 4 .10.12 サ 9.5 .7 32 PS * I サ 46.5 .20 サ 48.6 .6 48 |$ 7̂ I jf サ 11.5 .21 ft 琵

= 霊 …書 芸 書 芸 ,, 亀 井 省 治公 明 党 曇 竃 頴霧 笛 賢 13 少子化苅策及び青少年の附 成対策に関する調査

J 市議会の しくみ 壷 芸 墓 ′… 腰 ≡知 蒜 芸 董 員 会 冊 見書 関 係 行 政 庁

議 望 市 一=.慧 餓 尋公準J t

SL品Tl‡JBJ㌫冒69
6 8豊NS1品MOTO-YORAN
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2,000 財 政 2D 00

■平 成 12 年 度 当初 予算 (- 般 会計 ) 構 成 比

1.500 総顕2ー190 億円 11500

広 報 砿 聴

市民の自治意識が高まる中、市民 ちくまもと」を発行 しています0 < 広報 .交i荒活動 > ランチタイム .サロン

の市政への参加を促すため、市民 と テレビ、ラジオによる広報 市民交流サロンは、市民からのま 市役所 をもつと身近に感 じてもら

「 十 十 + = ∴

[= ] その他の市税 - [= コ 公債費

[= ] 地方交付税 - [= コ 普通建設事業費

1.000 [ コ 市債 [= ] 物件費 1,000

行政の相互理解が不可欠ですD 市の施策、行事、施設にかかわる ちづ くりへの提案や要望を聴き、市 うため、昼休みの時間を利用 してコ

このため、広報広聴活動では積極 タイムリーな話題などを広報番組 と 政に反映させます0 また、市民の交 ンサー トなどを開催し、憩いのひと

的な情報提供 に努めるとともに、市 してテレビ、ラジオで放送していま 流の場 としても利用されています0 ときを提供しています lコ

民の声 を適宜市政に反映できるよう す0 それぞれのメディアの特性 を生 市政懇談宗 市民相談

全力で取 り組んでいます0 か した番組づ くりを行っていますG 市長が地域に出向き、様々な提案 . 市民の様々な相談に迅速に対応、

〈広報活動〉 新聞、雑誌などによる広報 要望について、意見交換 を行う直接 処理していますO 市政に関する市政
[= ] 国庫支出金 繰出金

⊂コ 使用料及び手数料 - [= コ 補助粥

市政だよ .) などの刊行物による広報 市政の動 きや生活に密着した情報 対話の機会を持ちます。 相談と民事に関する一般相談や弁護

毎月発行の市政だよりのほか、 目 などを新聞紙上や雑誌、タウン誌な 出前市民交流サロン 士、税理士などの専門相談員による

⊂コ 県支出霊 その他 の不 自由な方のために点字、音声、 どに掲載 しています。 特色あるまちづ くりを推進するた 特別相談を行っています 0

□ 諸収入 - 拡大版の市政だよりも作成 していま 報道機関を通じての広報 め、市民交流サロンの職員が地域に ボランティア活動推進

500 [=コ その他 500 すO また、市民に関わ りの深い市役 市政に関する情報や資料を報道機 出向き、身近な問題や市政全般につ ボランティア活動に関する情報の

一

〇 l 平成 1 1年度 決 算 (l 般 会計 ) の状 況 0

13 性質別経費の状況 ②目的別経費の状況 ③歳入内訳 ④市税収入の税目別内訳

その他 9.3 消雷 サ 1.92 .8 - 度禁 誓 2 .0 県支出金 1J7 市たぼ芸 wm 2 .05 .2 ^ . 票 a 0.70.2

線賢雷 普通建設事業費 讐 写 民生費 使用墾 琴 そ10.7 都市計雷雲

所の窓口業務や施設などを紹介 した 関に提供するなどパブリシティ活動 いて懇談を行っていますC 収集 .提供 .相談のほか、ボランテ

「生活便利ブ ック」や本市を対外的 を積極的に行っています0 サロン d e トーク イア活動をしたい人やグループを登

に広 く紹介す る都市 P R 誌 「よかま 市長をはじめ市の幹部職員が市民 録 し、必要とする施設や団体などに

交流サロンで市民 と懇談 し、よりよ 紹介 しています0

..,■■.■..■■■■■.■....■.■.■■..I..■- ...-■.■- .■■■...........................................- ........................................- 担 霊 晋雷雲賢するために意思の疎通 「市 民の 声」 受付件 数 の推 移

i :……帖 等 叢 L芸 ………… 9,000--3.000-- nC J -tkMC D '6m "n % ∠1 ≡ 5,4萱3

活き活き語ろう 舶 の劫 毎払

市 政 頚鼻散 会
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18.5 W k 26 .3 市 税

物慧 蝣fiS11:.49200警 要 人抽 =; .… 公望 還 土17.5 誓 5.9m17㌢鷲 交付芸 l1 票 税 848(1 4 5.05 .58075R /

15.8 y 0 17.8
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徳富蘇峰(本名・猪一郎)氏
(昭和30年1月1日表彰)
近牡日本の先覚者。また、世界に

稀な優れた思想家であったO
熊本在住けりま、白川新聞、熊本新
聞等を発刊o　大江義塾の創始者と
して子弟の教育に専念し、その啓
蒙的影響が大であったQ.
文久3年1月25日生れ、
昭和32年11月2日死去、 94歳。

高橋守雄氏
(昭和30年1月1日表彰)
第7代熊本市長として、歩兵23連
隊の移転・市電・上水道の開設の
三大事業を完遂、市の近代化,発
展繁栄に尽したO　また.教育者と
して熊本商人、短大学長を歴任、
郷土教育の振興育成に努力した。
明治16年1月1日生れ、
昭和32年5月3日死去、 73歳。

細川護立氏
(昭和35年4月1日表彰)

肥後旧溝主櫛日日家16代r,有斐学舎
舎長、肥後奨学会設立、多額の奨学
金をIllfttt　て本し',im (ナ'j-"杜のink

援護に尽した0回の文化財保護委

員会委員として、本市の重要文化財、

史跡、名勝等の保存活用に貢献,

明治16年10月21El生れ、

昭和45年11月18日死去、87歳。

福田令寿氏
(昭和35年4月1日表彰)

医師開業のかたわら、医専五高等
で教鞭をとり子女の教育に専念の
外、社会文化、社会福祉の要職を
歴任、郷土の文化・福祉の向上発
展に尽した。清廉・潔白な人格者
であった。
明治5年12月7日生れ、
昭和48年8月7 R死去、 100歳O

宇野哲人氏
(~昭和44年10月1日表彰)
東京帝国大学での漢学.中国哲学

の扱授、東京大学名誉教授、.実践
女子大学々長,名誉教授等優れた
業続は、 4郊土熊本の二丈連の興隆に
t f-、 -ftWの潤if一間係の守蝣ft.宵に

多大の影響を与えたD

㍉明iff8 t|"llUl≡.H生れ、

K軸.19'主2日linトI*L-i;-、 98.ft.

El

聖山南風_(本名・熊次)氏
(昭和44年10月1日表彰)

横山大観画伯等に師事し、甲本画

k=精進Qその多くの作品の上に、
肥後の郷土色のてこじみffiた芸術の

香りがよく生かされているO　日本

画増:の第一人者といわれ、また、

郷二ヒ文イヒの進展に大きく貢献したO

明治,20年9月12日生れ、 _,_

昭和55年12月30B死去、 93歳。

s

後藤是UK本名・柘太郎)'氏
(昭和54年10月1日表彰)
元九州日日新聞社主筆O生来の:文人
墨客の性格と豊かな文筆で、数多く
の郷土史を桶さ

ての研究著述
先人にて珊

り熊本の文イヒの

∴二　　　Mil!,' I.I-・I'Jl.,1∴ i/

はがらし」 (後の東火)を主事し六二C,

明治19年6月8日生れ、昭和61年6月
・lF]叱去、99*.,

-. w蝣蝣蝣・>'ォ蝣&,i

E　中郡丁女(本名・破魔)氏
(昭和54年10月1日表彰)
高浜虚子の門下生で、現代女流淵巨

旬の麹一人者。常にふるさとを愛

する心を底流にした`一打女俳句''

は、氏の人柄と句にふオ事人々に、
郷土愛を喚起させ、郷土の文イヒ振

興に貢献o rホトトギス」同風、 「風花」

を羊宰した。明治33年4月11日生れ、

蝣jt.iい一件　　・I I :蝣:トト・-I

熊本市の

あゆみ

熊本は、昔から「火の国」と呼ばれてきました。大化の改新

のあと、奈良時代に入って現出水校区内に国府がおかれ、ここ

を中心に緊清が形成されるようになりました。こののち、平安.

鎌倉時代を経て室町時代になると、菊池一族である出田秀信が、

はじめて熊本に千葉城を築き、数代後の城主鹿子木親員が、新

しく茶臼山に城を築いて隈本城と呼びましたO

豊臣時代に入って秀吉は全国を制覇するや小西行長と加藤清

正に肥後を分領させたが、徳川の天下になると、加藤清正は肥

後54万石の領主となり、慶長6年から茶臼山に築いていた新城

を隈本城から熊本城に改めました。熊本市が町としての体制を

整えたのは、このころからです。続いて細川忠利が肥後の領主

となり、大政奉還までの二百有余年を細川家が政治を行ってき

ましたO

明治10年西南の役で兵火を受け、市街地の大部分を廃懐に帰

したが、直ちに復興し、明治22年には熊本市が誕生しました。

大正から昭和にかけては隣接町村を合併しつつ熊本市の基礎を

固め、九州における政治・経済・教育の中心地として発展を続

けました。その後、昭和20年には大空襲で、終戦後の復興期に

あった28年には未ぞ有の大水害によって、市街地は壊滅的な被

害を受けましたO　しかし全市民の不断の努力によって、困難を

克服した熊本市はその後数次にわたる市域の拡大や近代的郡市

機能の集積を行い.近時では平成3年2月1日、飽託郡の北部

町、河内町、飽田町、天明町と合併し、人口約63万人、面積約

266平方キロメートルの熊本市が誕生しました。

この合併を機に、さらなる発展を遂げ、辛島公園地下駐車場

の完成、熊本港の一部開港等都市基盤の整備を進めると共に、

平成7年には地球規模での平和と環境の保全を願い「平和都市

宣言」や「環境保全宣言」を行い、加えて環境総合センターを

オープンしました.

さらに、平成8年4月には、中核市へ移行し、開かれた市政

を目指し、情報公開制度や行政改革大綱の作成などにより、ハ

ード面だけでなく、ソフト面の充実を図ってきましたD

今後は平成1 1年の国民体育大会のメイン会場となる市総合屋

内プールの完成や「一口城主」による熊本城の復元整備等を進

めるなど魅力あるまちづくりに取り組んでいきます。

年(西眉目　　　　できご　と
1

-十I--I-I- -

太
化
　
文
明
　
闇
応
　
慶
長

午(西暦)!　できごと
で　き　ご　と 午(西暦) 、　　　でき　ごと

2 (646)

1 (1469)

5 1496)

6-12

(1601-

1 607)

'(1632)

4-6

(1754-

1 756)

3 (1870)

4(1871

7 (1874)

10(1877)

19 1886)

20 1887)

砂取付近に肥後の国府お

よび兵力4軍団が設置

菊池氏の一族、出∃秀信

千葉城を築く

鹿子木親員、古城に居城

を移し、隈本城と称する

加藤清正、現在地に熊本

城を築き、河川の築堤、

井戸の掘削など行う

細川忠利、肥後藩主とな

蝣;')

藩校時習館、医学校再春鱈、

蕃滋園(薬草園)などが

創設

古城に医学校が創設

廃藩置県により熊本県が

mm

鎮西鎮台(九州および中
国西部を管轄)が設置

熊本洋学校が創立

九州最初の新聞、白川新

聞発行

西南の役、市街地の大半

が兵火により焼失

熊本逓信管理局(郵務・

電務関係)が設置

第五高等中学校(九州に

市町村制が施行され、熊

本市が誕生

市域面積5.55kni、

人口42,725人、

戸数1 1 ,795戸、

市議会議員数30人、

市職員48人

赤十字社熊本支那設立

新南干反畑町、現在の白

川公薗前に市役所が開庁

第五高等中学が古城から

黒髪に移転

教育勅語発令(井上毅と

元日永字が成案)

第1回帝国議会が開会

門司・熊本闇の九州鉄道

-/-,こ:腎湧

熊本電燈会社が開業し九

州に初めて電憎がともる

ラフカデイオ・ヘルン(小

泉ハ雲)五高に着任

塘林虎五郎が貧児寮(堤

大江学園)を設立

:'lこ児L葺蝣?.or}丘貫　目Gv

とした天使霧が設立

日清戦争勃発

イギリス人ハンナ・リデ

ル女史が回春病院設立

29 1286　　夏Ej瀬石が五高に着任、

4月

9月

31 1898

II;

iflfc

!3 19C-C)

7月

35(1902

1-.$

56(1903)

3月

37 1904

2.q

39(1906)

3月

9月

熊本を森の都と称賛

私立医学校が設立

熊本専売支局が黒髪町に

葉煙草専売所設置

フランス人、ジョン・メ

リー・コール神父が癖救

済の徒労院を設立

この年、市立避病院設立

(後の白川病院)

第23連隊練兵場が山崎

町から渡鹿に移る

市内に大洪水、白川の橋

ほとんど流失し、子飼橋

付近溺死者多数

明治天皇をお迎えし、陸

軍特別大演習を挙行

行幸橋を架設

市区改正の事業と新市街

の事業完成

日露戦争勃発

熊本高等工業学校設立

夏目瀬石が「草枕」を発

E3p43

5,iTミ計さき1010H"1
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軽便鉄道。
K.K.丁.Kは熊本軽便鉄道株式芸社の鴫。

二~こIE

-<S蠎一　筆.
、I-㌣芯コII'".・　竺

芦i~3=5一声弓- 、

昭和2年12月から17台の市営パスが走
り始めたO　(写真は昭和8年6月)

フ.C
ち

i年 (西暦) で き ご と 丁「
一㌢テ
午 (西暦 ) で き ご と Lg 午 (西酎 で き ご と …JC

早
辛 (西暦) で き ご と

日月

-地}=甲:

大

正

40 (1907 ) 熊本軽便鉄道株式会社が

大

正

昭

和

春竹一大江 .本山)

昭

和

4月 市営勧業館が新市街に開館

昭

和

2 0 1945 )

-
12月 安巳橋 . 水前寺間に軽便

11 19 22) 熊本市立実科高等学校 10月 市公会堂新館が開館 6月 - 市立本荘産院が発足

鉄道を敷設

41 1908

4 月 が熊本市立高等女学校と 6 (19 3 1 7月 7 月 . 8 月の空襲で市の

なる 6月 白坪村を市に合併 - 大半が焦土と化す

2月 …人力車争議おこる 5月 熊本医学専門学校が医科 11月 天皇陛下をお迎えし、熊 8月 終戦の詔書放送

42 190 9 - 鹿児島本線全線開通 大学に 本平野等で陸軍特別大湊 2 1 (1946 )

43 19′10 )

薬学専門学校発足

12 19 23 手取本町に市役所新庁舎 習を挙行 2月 - 市立市民病院発足

1月 12月 完成 7 19 32 11月

22 1947

日本国憲法公布(新憲法)

4月 女子師範学校発足 13 19 24 市営電車開通(車輔 1 5 台) 9日 失業救済の土木事業開始 学校給食開始

6月 熊本ガス株式会社が開業

市立実科高等女学校開校

8月 開通に伴い鉄筋コンクリ 12月 画図村を市に合併 市長、県知事が初めて公

44 19 11) 一一卜大甲橋を架設 8 19 33 4月

5月

選で決まる

^ R

10月

2 19 13

3 1 9 14

1 1月 熊本市上水道完成 3月 花園市営墓地開設 国民学校が小学校に、ま

市立工業徒弟学校開校 14 19 25 市三大事業 (市電、上水 10 (19 33昌) ; 新興熊本大博覧会を開催 た新制中学が誕生

菊池軌道株式会社が上熊 道、 2 3 連隊移転) 完成 憲法、地方自治法施行

市消防本部設置

杏 .広町間敷設 : 記念共進会開催 11 19 36 23 194 8

∴+ + . 千 -'I t-l ' -蝣・

▼百異数 田崎 l高酎 ∃ -

入場者1 3 3 万人 11月 健軍村を市に合併 3月

4月

4月 出水村を市に合併 14 1939 市立母子寮を開設

に開通 - 2 (19 2 7 長六橋を近代式鉄橋に架 4月 篇水村を市に合併 市自治警察本部設置

- 2月 け替える 15 (1940 川尻町、巳吉村、力合村 新制高等学校発足

「火の国まつり」開始

7月 第 1 次世界大戦はじまる

全国に米騒動

2 E 市営バス発足(バス 1 7 台 ) 12月 を合併 24 (194 9

7 19 18 ) この年、市及び市付近の この年、市営バスに木炭 4月

0 :~

2 5 (19 50 )

7 月 人力車8 1 2 、乗用馬車4 、 IS S ŝ 市立実務員養成所 (後の

10 月

9 (192 0

スペイン風邪が流行し、 自動車 1 1 5 16 194 1 実務商業 ) を開設

全国で死者1 5 万人

第 1 匝‖国勢調査で、

3 (19 2 8 第 1 6 回総選挙、最初の 12月 太平洋戦争勃発 天皇皇后両陛下ご釆熊

2 H 普通選挙行われる 17 194 2) 九州日日新聞と九州新聞 国立熊本大学発足、県立

10 F∃

-

10 (192 1

6月 N H K 熊本放送局でラジ 4月 が統合され、熊本日日新 熊本女子大学創設

市人口7 0 ,3 8 8 人 オ初放送 l 間が発足 市立熊本保健所を上林町に開設

朝鮮戦争勃発

- 戸数 1 3 ー8 1 7 戸
9月 卿大典記念事業として、 18 (194 3 学徒、女子挺身隊の戦時

- 隣接1 1力町村を合併、人口 陸上競技場 .野球場が完成 動員開始

6 H 13 3 ,4 6 7 人、戸数2 3 ,8 1 9 4 19 2 9 健軍に三菱重工業航空機 6円

; 戸の大熊本市が発足 L 7月 水前寺動物園が開薗 製作所が完成する 7月

2 6 195 1)

市競輪事業開設

-
1 (黒髪 .池EB .花医卜島崎 . 5 (19 3 0 19 19 44 熊本市立産院開設

- 横手 l春 Ej .古町 .本荘 . 3月 熊本市歌を制定 3月 - 市電気局が市交通局と改称

74!kumamoto
蝣siiish-y6han

昭和4年7月に水前寺動物園が開園。

昭和5年10月　市公会堂新館が開館
昭和43年市民会館の出現に伴い取りこわされたO 日

数
を
要
し
た

(
上
通
り
筋
〕

「
昭
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年
6
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6
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懐
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昭和35年10月,莱
15回国民体育大芸
は、全国から1万
3千人が集まり盛
・xi'l翠Jffi」寸~! fこ。

昭和3bT9 t=

83年ノ三こリに熊

巳:琵J　本城天守閣が

年(酉暦日　　　　できごと で　き　ご　と で　き　ご　と

30 (1 955)

4月

31 1956

4月

32(1 957)

1月

7LI

33 (1 958)

2月

4Fj

市教育研究所を設置

市立博物館開館

住民登録制度を実施

田迎村、御幸村を市に合併

豪雨、大水害で市人口の

66%が羅災

池上村、高橋村、城山村

を市に合併

市立図書館発足

ラジオ熊本開局

市自治警察廃止

秋津村を市に合併

市電30年記念「交通観光

博覧会」を開催

松尾村を市に合併

託麻村の一部を市に合併

小島村、龍田村を市に合併

大水害で市の33%が浸水し、

金峰山周辺の山津波で死者、

行方不明者多数を出す

NH K熊本テレビ開局

中島村を市に合併

天皇皇后両陛下ご巡幸で

立田山、水前寺などをご

観覧

第30回選抜高校野球大会

'M

9円

34(1959)

4月

7月

35(1960)

4月

5月

8月

9月

12月

17 1962)

3月

38(1963)

4月

39 1964

4月

10月

12月

40(1965)

4月

で済々嚢が優勝
熊本市体育館が水前寺公

園横に完成

国民年金制度発足

国民健康保険制度発足

熊本空港開設

愛市憲章を制定

熊本城天守閣再建完成

第1 5匝国民体育大芸を開催

西保健所を開設

天守閣再建記念

「躍進熊本大博覧会」開催

北部清掃事業所開所

市総合計画策定(マスタ

ープラン)

「まちをキレイにする運動」

がはじまる

東部汚水処理場完成

而曽ratン　　間p'l

この年、市内全小学校に

プール完成

西部清掃事業所関所

市民相談室を設置

熊本保健所が九品等1 T

Ejに新装発足

出水町に県庁新庁舎が完成

市民会館開館

市社会教育会館が開館

市育英奨学制度創設

熊本(水辺)動物園が完成し、

「熊本動物大博覧会」を開催

熊本市章きまる

託蘇村を市に合併

新熊本空港開設

市勤労青少年ホ-ム開館

九州縦貫自動車道

(熊本・植木間)開通

熊本市基本構想きまる

「森の都」を宣言し、森の

都作戦を展開

秋津下水処理場が完成

戸島町に市斎場開設

学校給食東共同調理場が

完成

勤労婦人センターを本山

町に開設

西部、南部市民センター

が完成

森の都のシンボルとして

市の木「イチョウ」、市の

花「肥後ツバキ」がきまる

53 1978

・1p

54(1979

4月

7月

10月

身体障害者福祉モデル郡

市に指定される

南干反畑町に中央老人福

祉亡二..<7-　Aで完戊

市立金峰山少年自然の家

が開所

「地下水保全都市」を宣言

西南の役百周年記念式典

亘it;:

熊本市人口が50万人を突破

錦ケ丘に東部市民tzンタ

ー完成

地下水保全条例を制定

新しい熊本博物館が開館

東部清掃工場完成

新熊本市民病院開設

東部保健センターが開所

龍田市民センター完成

「健康郡市」を宣言

中国・桂林市と友好都市締結

市制90周年記念式典を行う

養護老人ホーム明生園開園

身障害福祉センタ-希望

荘開設

水害で約1 6,900人の市民

の曜災者を出す

熊本市総合計画基本構想

KUMAM
sHISEl-Y。,よ票75
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午(西暦日　　　できごと 年(西暦)i　　できごと

56(1981)

1月

2月

3月

5月

7月

「一.Ei

57 19∈!2)

6月

7月

11月

58(1983

4月

59 1984

5月

きまる

熊本市保健衛生研究所開設

熊本城西大手櫓門復元完成

産業文化会館が開館

託麻市民センター完成

熊本市総合計画基本計画

きまる

新市庁舎建設完成

幸田市民センタ-完成

北部保健センター開設

小楠記念館完成

青少年野外活動センター

完成

市図書館完成

龍甘体育館完成

市の鳥としてシジュウカ

ラ制定

扇EE]埋立処分場供用開始

m-k^s.亡、.′ y-一三式

熊本市の人口が55万人

を突破

消防新庁舎完成

母子福祉センター完成

和

でき　ごと

秋津市民センター完成

熊本市自転車駐輪場完成

電子計算システム始動

西部清掃工場完成・東部

清掃事業所開所

総合体育館・百年会館開館

第4回全国都市緑化くま

もとフェア開催

10月1日を「市民健康の

日」と制定

川尻下水処理場運転開始
tノA:l

「/3＼れあいの森林」内に森

林学習館がオ-プン

南部市民センター開設

西消防署が移転新築

教育センターオープン

第1回熊本緑化祭開催

米国・サンアントニオ市

と姉妹都市締結

くまもと女性フォーラム

]88開催

シルバー人材センター発足

大阪事務所オープン

大江市民tzンター完成

江津湖まつり(マイソン

成

で　き　ご　と

蝣OP.

元1989)

4日

10B

2 (1990)

3戸∃

4日

グ発表会)

くまもと緑化祭・地場産

業振興フェア開催

市制施行1 00周年

「熊本百彩」開幕

流通情報会館完成

「水源かん養林記念植樹祭」

サンアントニオ市に「熊

本園」完成

金納権一般公開

南部保健tzンダー開設

宇土櫓・数寄屋丸二階御

広間完成

動物資料館完成

熊本城フェスティバル

歴史都市サミット開催

政治倫理条例制定

「総合婦人会館・カルチャ

-センタ-」がオープン

武蔵塚公園が新たに開園

川尻下水処理場汚泥焼E]

場完成

中国・桂林市、アメリカ・

サンアントニオ市、ドイツ・

ハイデルベルグ市を迎え

「水資源国際会議」を開催

1
-
　
韓
　
　
1
;
蝣
-
.
.
-
i
-
-

7Fj

9月

10月

4 1992

花園市民tzンタ-がオープン

市民長寿社会憲章制定

平成学園オ-プン

「水の科学館」が開館

熊本市と飽託郡四町が合併

熊本市基本構想策定

五福地域開発センターが

落成

本荘犬測線立体交差開通

南部総合スポーツtzンタ

-がオープン

天明コミュニティセンタ

ーがオ-プン

くまもと工芸会館がオー

プン

台風1 9号来襲

動植物園がオ-プン

1月　　熊本市総合計画基本計画

策定

高規格救急車が消防局に

配備

熊本城周遊バスがスタ-ト

ハイデルベルク市との友好

都市締結の調印式

上高橋団地が完成

平成駅の開業

76豊JMAMOTO
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細事

平
成
3
年
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」
が
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ン
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5 (1993)

2月

3円

8月

6 (1994)

2月

4月

熊本駅前北地区第一種市

街地再開発事業完了

長寿の里デイサ-ビスセ

ンタ-が完成

南部第一土地区画整理事

業完了

辛島公園地下駐車場が完成

環境総合計画まとまる

熊本港が一部開港

保田窪放水路完成

新熊本市史発刊

大名屋敷・旧細川刑部邸

が完成

駐車場案内誘導システム

がスタート

「火の国フェスタ・くまも

ど93」が開幕

透明ごみ袋によるごみ出

し制度スタ-卜

ゆうあいピック熊本大会

開催

老人保健福祉計画を策定

天明総合支所庁舎が完成

東部環境工場が完成

日吉・桜木中学校が開校

高速消防艇「金峰」が就航

・~e

6月

9月

11月

12月

(1 996)

1月

4月

5月

交通・水道事業70周年

記念式典

国際交流会館がオ-プン

「市民こども憲章」を制定

福井市と姉妹都市締結

兵庫県南部地震第1次災

害救援隊派通

子ども文化会館オープン

健軍文化ホールオープン

いじめ1 10番業務開始

市民交流サロンオ-プン

武蔵塚駅前自転車駐輪場

7r-プン

日吉乗小学校完成

環境総合センタ1オープン

環境保全都市を宣言

高齢者世話付住宅出水団

地完成

熊本市人口65万人突破

中核市政令公布

第1匝順旨本県消防広域応

援合同訓練

中核市移行

後藤是山記念館落成

耐震性貯水槽(楠中央公

園)設置

.
 
/
卑
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9 1997

:i=

・p

5日

尼崎市と災害時相互応援

に関する協定調印式

熊本市行政改革大綱策定

さくらカード(優待証交

付事業)スタート

くまもとお城まつり開幕

中核市災害時相互応援協

定締結

インターネット　熊本市

柿-,'¥ページ開設

パークアンドライドシス

テム1言tt一丁

高齢者保健福祉相談コー

ナー設置

1997年男子世界ハンド

ボール選手権大会・熊本

tm)¥問

一　新消防局司令管制システ

ム運用開始

怠納梶の赤ちゃん誕生

リサイクル情報プラザ
I　　　　　, .

6月　- 「くまもと・よかよかボラ

:ンティアプラン」策定

∴
・4　　　　¥　　>:・: T~-　　、

4日

6月

7日

113

ll 1999

ip,

7a

^f1

9月

11H

蝣Oj弓

環境情報表示板運用開始

熊本市情報公開条例制定

(10月情報公開条例施行

窓口開設)

熊本城復元募金制度発足

総合屋内プール(アクア

ドームくまもと)完成

中核市り三ツド98in熊

本開催

熊本市人口が66万人を突破

国体関連道路東西線・南

北線供用開始

熊本城復元整備事業に本

格着手(南大手門等起工)

熊本市スポーツ都市宣言を

熊本市議会において決議

39年振りの国民体育大会

「くまもと未来国体」開催

全国身体障害者スポ-ツ

大会「ハートフルくまも

と」大会開催

全国マスターズ陸上競技

選手権熊本大会を開催

手取本町地区第-種市街

地再開発事業着工
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午(西暦) できごと フて′
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午(西暦) できごと
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ーt:, 5日乳幼児医療費助成対象拡122000
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1F 上通A地区第一種市街地Y++
LrLt.
一大(ひまわりカード)

辛

3月

:再開発事業着工

.第5次熊本市総合計画基

蝣MY,

A.1I.

7月

蝣IH

1fi

!消防局に緊急消防自動二

輪車(2台)配備式

熊本ウイ】ク.イン.ハ

イデルベルク開催

水源かん養林造成に係る
一志霊町との森林整備協定

成

「

L

5 絹

I
I
I

IF

i本構想策定

市立商業高等学校が千原

台高等学校に名称変更

熊本市ごみのない街を創

る条例施行
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平成12年9月　熊本ウィ-クイン.ハイテルベルク開催
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気象概況

熊本市の校区面積

推計人口・人口動態

年齢別(5歳階級)男女別人口

5.熊本都市間人口

6.産業大分類別事業所数・従業者数

7.農家数・農業就業者数・耕地面積の推移

8.工業の主要指標

9.商業の主要指標

10_　熊本市消費者物価指数

ll.熊本市全世帯1か月間の平均支出

12.幼推断小学校・中学校・高等学校・大学.剖萎・各種学校の状況

13.道路状況

14.市内公開数及び面稗
5

　

£

D

 

t

-

　

C

O

 

C

T

>

1

　

-

　

I

 

1

 

1

 

1

 

T

 

1

下水道状況

医療施設

ごみ・し尿収集処理状況

市民病院利用状況

市立産院利用状況

20.熊本市の主要死因別死亡者数　日一一日日日一一--86

21.生活保護状況

22.国民年金

23.国民健康保険給付状況

24.老人福祉状況

25.保育所の概要
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J R市内駅乗客数状況

市内自動車登録台数

市営電車・市営バス利用状況

タクシー及びハイヤーの登録台数　一一--..・-蝣・・88

電話の概況

郵便物取扱数

電灯・電力需要状況

ガス需要状況

上水道給水状況

交通事故の状況

刑法犯罪認知件数

火災の原因別件数

38.救急活動状況

市内の主な官公庁

sIUS豊諜TOQ
ANゥ



冷血
mata/おfor statistics

■資料編目次

^

H

 

N

 

C

O

　

'

T

気象概況

熊本市の校区面積

推計人口・人口動態

年齢別(5歳階級)男女別人口

5.熊本都市間人口

6.産業大分類別事業所数・従業者数

7.農家数・農業就業者数・耕地面積の推移

8.工業の主要指標

9.商業の主要指標

10_　熊本市消費者物価指数

ll.熊本市全世帯1か月間の平均支出

12.幼推断小学校・中学校・高等学校・大学.剖萎・各種学校の状況

13.道路状況

14.市内公開数及び面稗
5

　

£

D

 

t

-

　

C

O

 

C

T

>

1

　

-

　

I

 

1

 

1

 

1

 

T

 

1

下水道状況

医療施設

ごみ・し尿収集処理状況

市民病院利用状況

市立産院利用状況

20.熊本市の主要死因別死亡者数　日一一日日日一一--86

21.生活保護状況

22.国民年金

23.国民健康保険給付状況

24.老人福祉状況

25.保育所の概要
c
D
 
C
-
　
o
O
 
O
i
 
O
 
c
n
i
 
c
o
　
-
s
r
 
u
o
 
c
o
 
C
-

C
N
I
 
C
M
 
C
S
J
 
C
M
 
C
O
 
C
O
 
C
O
 
C
O
 
C
O
 
P
j
 
C
g
 
C
O

J R市内駅乗客数状況

市内自動車登録台数

市営電車・市営バス利用状況

タクシー及びハイヤーの登録台数　一一--..・-蝣・・88

電話の概況

郵便物取扱数

電灯・電力需要状況

ガス需要状況

上水道給水状況

交通事故の状況

刑法犯罪認知件数

火災の原因別件数

38.救急活動状況

市内の主な官公庁

sIUS豊諜TOQ
ANゥ



5.熊本都市圏人口

年 次
気 温 (℃) 降 水 量 (mtu)

日照時間
風 速 (m / sec) - 平均湿度

(% )
地 震 回 数 (.有感 )

平 均 最 同 戯 低 総 量 最 大 日量 平 均 10分間最大 瞬 間 風 速

平成 9 年 17.0 35 .1 一3.5 2,395 .0 24 3 .5 2 ,102 .0 2 .0 10 .9 2 2 .8 71 25

lo草
18 .2 35 .8 -6 .l l,905 .0 135 .0 1,863 .8 1.9 11 .0 2 6 .3 72 14

11年 17.0 35 .8 -4 .3 1,946 .0 154▼ 1,867.4 2 .3 24 .9 4 9 .0 70 18

2.熊本市の校区面積(平成6年10月1日現在)
校 区 一

義 川

面 積

1.14

校 区

城 西

面 積

4 .94

校 区 面 積 l 校 区 l

若 葉

面 積 校 区 面 積 校 区 面 積

尚 橋 0 .14 1 .08 日 出 0 .84 飽 田 東 3 .70

議 台
0 .63 花 園 5 .4 1 池 上 6 .84 城 北 1 .92 出 水 南 1 .9 6 飽 田 南 3 .64

白 川 1.05 池 田 2 i 城 山 4 .3 1 w , 蝣蝣・ 士 1 .58 健 軍 東 0 .48 飽 田 西 4 i

城 東 0 .96 出 水 0 .6 託 麻 原 1 .76 西 原 2 .15 城 南 1.72 中 線 3 .42

塵 徳 0 .44 白 坪 - 2 .2 5 秋 津 4 .19 雷 辛 "li 3 .52 田 迎 南 1.68 銭 塘 4 .86

節 1 .58 画 図 5 i 松 尾 東 4 .90 棉 0 .80 弓 削 1.24 奥 古 閑 7 .53

五 福 0 .32 砂 取 2 .0 9 松 尾 西 4 .48 ∴C >n 席 ll .09 託 麻 南 2 .01 川 口 3 .5 7

向 山 1.42 健 軍 2.01 松 尾 北 2 .34 託 麻 西 3 .3 5 山 ノ 内 1.38 長 嶺 2 .8 1

黒 髪 4 .00 清 水 3 .4 7 泉 ケ 丘 1 .54 託 麻 北 6 .5 1 桧 木 1.25

大 江 1 .4 0 日 吉 3 i 小 島 , 97 桜 木 l .E 川 上 10 .22

本 荘 0 .5 3 川 u . 4 .34 龍 田 t.n 東 町 1.6 5 西 里 15 .96

春 竹 1 .7 8 力 合 3 .22 w 山 1 .59 麻 生 田 2▼16 北 部 東 3 .56

古 町 0 54 御 幸 5 40 中 島 7 ,56 武 蔵 1.0 3 芳 野 2 3 .23

fr 1 .70 u ] 迎 2.07 白 山 1 .14 J 帯 山 西 0 .8 . 河 内 10 .72 合 計 266 .25

3.推計人口:人口動態

年 次 世 帯 数 人 口
転 入 転 出

出 生 死 亡
総 数 県 外 県 内 総 数 県 外 県 内

平成10年 258,834 659,748 33,736 21,998 11,748 33,194 21,981 11,213 ー019 4,133

11年 261,950 661,619 31,750 20,500 11,250 3,642 21,244 11,398 6 ,925 4,551

12年 260,636 662,123 32-731 20,876 11,855 31,942 20,801 11,141 7,146 4,369

(ifi　惟帯数・人口は各年10月1 El現在。
牌　異動数、出生数、死亡数は歴年の数値である。,

4.年齢別(5歳階級)男女別人口　(平成11年10月1日現在)

年 齢 計 男 女 年 齢 計 男 女 年 齢 計 V 女 】

総 数 661,6 19 3 14 ,90 7 346 ,712 35 、39歳 43ー026 20 ,337 22 ,68 9 7 5、79歳 19 ,44 1 7 ,154 12 ,28 7

0㌧4歳 34,009 17 ,40 1 16 ,608 40 、44 44 ,4 08 2 1 ,36 2 23 ,04 6 8 0 - 8 4 12 ,311 ー232 8 ,07 9

5、9 3 3,870 17 ,4 20 16 ,4 50 4 5、49 49 ,28 2 3,54 9 25 ,733 8 5 - 7 ,81 1 2 ,3 49 5 ,46 2

10 - 14 3 8,055 19 ,4 28 18 ,627 50 、54 46 ,54 5 2 2 ,2 26 24 ,319 90、94 3 ,248 747 2 ,50 1

15 - 19 4 2 ,695 22 ,124 20 ,57 1 55、59 38 ,136 17 ,5 25 20 ,6 11 95、99 834 153

2 0 - 24 5 6 ,443 29 ,9 79 26 ,464 60、64 3 4 ,30 5 15 ,6 01 18,704 100歳以上 121 18 103

2 5、29 5 2 ,04 5 25▼767 26 ,278 t 65へ69 33 ,15 9 14 ,963 18 ,196

S Oへ.34 4 4▼19 1 20 ,593 23 ′593 70 - 74 27 ,68 4 1 1,979 15 ,70 5

821

地 域

総 人 [」 増 減 数 増 減 率 (% ) (kni;

面 積

(平成12年)

l Ln十・h f-.i→

人 JvivKv

(平成12年)平成2 年 平成 7 年 平成12年 2 、7 年 7 、12年 7 / 2年 12/ 7 年

熊 本 県 1,840,326 1,859,793 1,859ー451 19,467 △ 342 1▼ 0.0 6,908.32 269

都 市 圏 736,987 770,102 788,072 33,105 17,970 4.5 ▼3 459.43 1,715

熊 本 市 579,306 650,341 662,123 71,035 11ー782 12.3 266.77 2,482

10 町 計 157▼681 119,761* 125,949 * 6,188 5.2 192.66 * 654 *

廟　面積は国土交通省国土地理院発行「平成12年全回都道府県市区町村別耐壷調」による　　　　* 6町である-,

6.産業大分類別事業所数・従業者数(民営)　　(平成8年事業所・企業統計調査)

産 業 別 事 業 所 数 従 業 者 数 産 業 別 事 業 所 数 従 業 者 数 産 業 別 事 業 所 数
- 従 業 者 数

総 数 32 ,711 297 ,58 7 製 造 業 1,382 27 ,5 71 運 輸 通 信 業 8 70 17 ,38 2

農 林 漁 業 35 46 7 卸売 .小売業、飲食店 15,374 110 ,83 3 蝣-:ォi'十㌢ や高 +十昌 5 99

鉱 業 7 6 2 金 融 保 険 業 800 17 ,246 サ ー ビ ス 業 9 ,8 76 89 ,0 39

建 設 業 2,896 29 ,9 73 不 動 産 業 1,46 2 4 ,4 15

7.農家数・農業就業者数・耕地面積の推移　　　(農業センサス)

年 次
農 家 数 (戸) - 農業就業

一 人口 (人)

経 営 耕 地 面 積 (ha )

総 数 & ォ 第 1 位兼業 第 2 植兼業 総 面 積
田 T ^ a

樹 園 地

平成 2 年 3,96 1 1 ,0 56 902 2,003 7 ,69 6 3 ,789 ー528 9 84 2 77

7 年 6,85 7 2 ,115 1,769 2 ,973 13 ,538 7 ,771 4 ,869 ー122 1,7 80

12年 5,3 10 1,7 66 1 ,374 2,170 1 1,858 7,150 4 ,5 19 9 39 1 ,6 92

(荏)平成12年は販売農家のみ。.

8.工業の主要指標　　　(工業統計調査)

・ ・¥

事 某 所 数 従 業 者 数 製造 品出荷 額等 (百 万 円 )

総 数 対 前 年 比 総 数 対 前 年 比 うち佃ll人災M-:及
こド家方矢従m 打数

常 用雇 用者 数 総 額 対 前 年 比

平成 9 年 704 95 .0 20 ,263 97 .4 132 20 ,131 6 10 ,9 71 10 0 .1

loヰ 702 99 .7 19 ,736 97 .4 137 19 ,599 532 ,0 20 8 7 ▼1

11年 645 9 1.9 18 ,895 95 .7 1 11 18 ,784 4 33 ,288 8 1 ー4

旭従業者4人以上の事業所。つ

9.商業の主要指標　　　(商業統計調査)
! 商 店 数 従 業 者 数 年 間 商 工 取 宣 6f! , fl 'j'H I

年 次
総 数 卸 売 業 小 売 業 飲 食 店 総 数 卸 売 業 小 売 業 ! '一 ・・蝣 総 数 卸 売 業 小 売 業 飲 食 店

平成 4 年 2 ,4 07 13 ,228 ー2 25

6 年 10 ,96 4 3 ,058 7 ,9 06 76 ,865 33 ,10 3 43 ,762 3 ,03 9▼1 17 2 ,22 9 ,89 1 8 09 ,2 27

9 年 10 ,0 18 2 ,63 7 7 ,3 8 1 71 ・19 29 ,0 13 42 ,379 3 ,14 9 ,762 2 ,32 9 ,353 8 20 ,40 9

(注「平成6年、 9年は卸・小売業調査.1
平成4年は飲食店調査C,

.1忍iMAMOT'
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10.熊本市消費者物価指数　　　(平成7年-100)

請

15.下水道状況　　　(各年度末現在)

ll.熊本市全世帯1か月の平均支出

;k :.tc

消 費 支 出 i 現 物 総 額 I

総 額 食 料 住 居 光熱 . 水 道
票 典 . 家憲 摩 服 及び冨 保 健 医 療 交 通 . 通信 教 育 教 養 娯 楽 そ の 他

平成 9 年 305ー984 69 ,62 7 18▼443 20ー303 10 ,9 54 18 ,98 5 10 ,20 1 30 ,6 28 11 ,48 3 26 ,17 6 8 9 ,184 13 ,030

10年 316 ,4 44 69ー47 5 22 ,3 15 2 1,145 10 ,8 07 17 ,64 1 12 ,204 28 ,8 27 12 ,89 8 27 ,48 5 9 3 ,64 6 10 7703

11年 318 ,9 00 70 ,16 1 2 1,6 67 2 1,019 10 ,8 24 17 ,12 2 1 1,07 7 3,7 84 13 ,263 3,3 38 9 3 ,64 5 10 ,597

12.幼稚園・小学校丁中学校・高等学校・大学・専修・各種学校の状況　　(各年5月1日現在)

'Y-
幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 j豆 期 大 学

大 学

(.大学院.専攻科を含む)
専 修 . 各 種 学 校

園 数 固十'li ft 学 校 数 'Ai貴 社 学 校 数 生徒 数 学校 数 生徒 数 学 校 数 生 徒 数 学 校 数 生徒 数 学 校 数 生徒 数

平 成 10 年 57 10 ,20 6 82 4 2 ,994 45 25 ,15 7 2 8 3 0 ,55 5 1,762 3 1,293 4 2 13 ,232

11年 57 10 ,1 14 82 4 2 ▼26 0 45 24 ,26 9 2 8 3 0 ,665 1,700 30 ,7 18 4 2 9 ,928

12 年 57 10 ,064 82 4 1 ,748 45 23 ,6 31 2 8 3 0 ,75 2 つ488 30 ,16 1 4 2 9 ,8 18

吐き蝣」- Ill

13.道路状況　　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T一一面積-m2

年 度

同 道 県 道 市 道

延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積

総 延 長 舗 装 延 長 総 面 積 舗 装 面 積 総 延 長 舗 装 延 長 総 面 積 舗 装 面 積 総 延 長 舗 装 延 長 総 面 積 舗 装 面 積

平成 9 年度 64,127 63,980 1,488,912 237,779 236,936 3,203,212 2,337,693 2 ,046,202 11,852,656

10年度 67,364 67,364 1▼657,101 242,568 242,122 3,3軌 745 2,347,482 2,064,204 11,954,671

11年度　　72,308　　72,308　1,675,409　　　　　　　242,581　247,166　3,606,714　　　　　　2,368,785　2,093,347 12,159,923

年 度 処理区域面積 ha
排水区域内人口

(A )

普及率 (% )

A / 行政人口

処理下水針 汀‖ 】 志 誓 イ覧用 宗

水洗便所取付戸数

平成9 年度 7,670 468,450 73.0 75,150,000 1,854,313 139,801

10年度 7,t 477,240 74.0 74,934,000 1,964,062 143,160

11年度 1,040 485,510 75.0 74,781,575 2,027,458 146,830

16.医療施設　　　(各年9月末現在)

年 次

病 院 一般診療所 .歯科診療所

施 設 数 病 球 数 一般診療所 歯科診療所

総 数 精神病院 一般病院 偶掛療親脚 捕する純 総 数 精 神 感染症 結 核 I.一 般 :再軌 療垂型病床群 施 設 数 病床 数 施 設 数 病床 数

平 成 9 年 95 15 8 0 14 ,9 53 2 ,8 15 40 32 12 ,066 607 550 3 ,568 30 3 2 2

10 年 95 15 8 0 12 14 ,9 65 2 ,8 15 40 32 12 ,078 ー0 18 554 3 ,453 313 20

11年 93 15 78 27 14 ,7 57 2 ,8 15 40 32 11 ,870 ▼118 58 1 3 ,355 316 20

(注)平成7年の「一般病院」 . 「一般」に「らい療養所」、 「らい病棟」を含めた。休止中の施設を除く。

17.ごみ・し尿収集処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:し尿　　kQl
収集処理量　トン

年 度

†や み 「

収 集 総 量
処 理 内 容

収 集 総 量
処 理 場 別 処 理 内 容

総 数 焼 却 埋 立 再 資 源 化 総 量 裾車浄化センター 中部浄化センター

平成 9 年 度 33 7 ,507 33 7 ,507 286 ,529 34 ,000 16 ,978 103 ,10 0 10 3 ,10 0 56 ,470 4 6 ,630

10年 度 32 7,754 3 27 ,754 270 ,933 26 ,19 1 30 ,630 99 ,8 23 9 9 ,82 3 53 ,496 4 6 ,327

11年 度 344 ,8 17 34 4 ,8 17 27 9,62 2 35 ,27 2 29 ,923 91 ー4 56 9 1 ,45 6 47 ,596 4 3 ,860

18.市民病院利用状況

年 度
医 療 従 事 者 数

病 床 数
入 院 患 者 数 P l一J

医 師 薬 剤 師 看 護 婦 在 院 延 数 入 院 数 退 院 数 蝣1-

平成 9 年度 76 14 36 3 580 209 ,292 9 ,4 25 9 ,4 28 522 3 23 ー958

10 年度 77 14 358 580 20 1,745 9 ,5 03 9 ,52 7 498 30 5 ,0 59

11 年度 78 14 35 6 564 192 ,245 9 ,8 78 9 ,9 13 455 3 03 ,58 6

19.市立産院利用状況

年 度 医 師 薬 剤 師 看 護 婦 病 床 数
入 院 外 来 件 数 i

1 分 娩 数計 入 院 件 数 外 来 件 数

平成 9 年度 30 38 24 ,2 14 9 ,594 14 ,620 429

10年度 2 8 38 24 ,4 13 10 ,026 14 ,387

1 1年度 2 9 38 21 ,654 8 ,74 1 1 2,497 4 16

S孟呈iMAftjO
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20.熊本市の主要死因別死亡巻数

年 度 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物 心 臓 疾 患 肺 炎
不慮の事故及び

有 害 作 用
全 結 核 高血圧性疾患 自 殺

平成 9 年 482 1,308 63 6 39 8 16 1 13 2 5 91

lo草 293 760 35 4 19 5 8 0 16 95

11年 507 1,299 6 10 37 7 13 7 2 8 139

21.生活保護状況　　　(月平均)

年 度

被 保 護 実 世 帯 被 保 護 実 人 員

生 活 扶 助 住 宅 扶 助 教 育扶 助 医療 扶助 出 産扶 助 生業 扶 助 葬祭 扶 助 生 活 扶助 住 宅 扶 助 教 育 扶 助 医療 扶 助 出産 扶 助 生業 扶 助 葬 祭扶 助

平成 9 年度 4,6 79 4 ,424 46 1 ▼18 3 15 7 ,109 6 ,5 24 732 6 ,499 15

10年度 4,82 6 4 ,57 4 47 1 5 ,38 7 12 7 ,331 6 ,7 34 746 6 ,770 12

1 1年度 5,03 3 4 ,64 0 48 5 5 ,6 01 12 7 ,592 6 ,779 784 7 ,045 12

22.国民年金　　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:人、千円

年 度
被 保 険 者 数

免 除 者 数
保 険 料

収納済礁

受 給 権 者 数 一 年 金

一 支 給 額総 数 強 制 加 入 任 意 加 入 第 3 号 総 数 拠 出 福 祉

平成 9 年度 164 ,505 3,7 25 2 ,105 6 2 ,67 5 23 ,4 62 ー24 7 ,396 76 ,032 70 ,00 1 6 ,0 31 41 ,29 8 ,80 7

10年度 16 9,359 10 5 ,475 1 ,950 6 1 ,934 26 ,84 7 8 ,4 02 ,38 2 8 1 ,083 75 ,24 1 5 ,8 42 46 ,28 9 ,5 10

1 1年度 172,572 10 9 ,254 1 ,858 6 1 ,46 0 30 ,277 8 ,4 08 ,38 2 8 5 ,559 79 ,92 2 5 ,637 50 ,18 5 ,5 16

23.国民健康保険給付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:千円

年 度
被 保 険 者 数 保 険 料 給 付 額

世 帯 数 人 月 調 定 額 収 入 額 総 計 療 養 給 付 療 養 費 出 産 給 付 葬 祭 給 付 高 額 療 養 費

平成 9 年度 97 ,33 5 196 ,2 13 20 ,249 .78 7 14 ,84 1,244 25 ,6 02 ,8 64 2 2,64 2ー3 15 155 ,0 24 2 84 ,4 00 51 ,2 20 2,469 ,90 5

10年度 101 ,44 7 202 ,2 66 2 1,113 ,209 15 ,146 ,983 26ー9 03 ,3 58 23,67工72 7 175 ,6 35 3 37 ,170 55 ,8 60 2 ,66 2 ,96 6

11年 度 106ー24 0 209 ,5 19 22 ,144 ,982 16 ,10 0,903 28 ,8 07 ,8 07 24 ,44 6 ,209 182 ,4 95 3 1 1,700 58 ,1 80 2 ,80 9 ,22 3

24.老人福祉状況　　　(各年度末現在)

年 度 高 齢 者 数

-

施 設 措 置 人 員 老人ホームヘルパー数 老 人 ク ラ ブ 会 員 数
老 人 セ ン タ ー

利 用者数 ( 1 日平均 )
老 人 憩 い の 家 数

平成 9 年度 97,58 1 1,4 57 1,448 32 ,7 02 83 6 13 2

10年度 101 ,3 58 1,548 1,259 3 1,9 30 8 59 133

11年度 105 ,115 1,557 1 ,374 3 1,34 5 8 39 13 3

O/LKUoDsHI盈鑑まN

25.保育所の概要　　　(各年4月1日現在)

年 次
保 育 所 数 職 員 数 入 所 者 数

計 市 立 私 立 計 市 立 私 立 .if 市 立 私 立

平成 9 年 129 22 107 1,710 235 1,472 10,4 1,712 3,748

10年 127 21 106 1,719 236 1,483 10,485 1,672 β13

11年 128 21 107 1,875 240 1,635 10,? 1,678 9,205

27.市内自動車登録台数

年 度 総 数 乗 用 車 貨 物 車 ノヾ ス 特 殊 用 途 車 大 型 特 殊 車 軽 自 動 車

平成 9 年 度 36 0 ,0 17 2 20 ,54 7 43 ,648 1 ,2 14 5 ,397 88 1 β30

10 年度 36 4 ,58 7 2 24 ,9 19 42 、070 1 ,190 5 ,773 89 5 8 9 ,740

11年 度 36 7 ,103 2 26 ー152 4 1 ,359 1 ,19 1 6 ,262 90 3 91 ,236

28.市営電車・市営バス利用状況　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位=千人

年 度
市 営 電 車 営 業 路 線 乗 客 数 市 営 バ ス 営 業 路 線 . 乗 客 数

営 業 路 線 (km ) 総 数 定 期 定 期 外 営 業 路 線 (km j 総 数 定 期 定 期 外

平成 9 年度 12.1 10 ,6 99 1 ,409 9 ,29 0 17 7 .5 18 ,779 2,379 16 ,4 00 *

10年度 12.1 10 ,7 59 1 ,274 9 ,48 5 17 7 .4 18 ,6 77 2 ,178 16 ,4 99 *

11年度 12.1 10 ,8 68 1 ,1 74 ー694 187 .4 17 ,555 1,86 1 15 ,694 *

(荏) *は貸切を含む。
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29.タクシー及びハイヤーの登録台数　　　(各年度末現在)
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30,電話の概況　　　(各年度末現在)

年 度

電 話 利 用 台 数

総 数
加 入 電 話 公 衆 電 話

事 務 用 住 宅 用 カ ー ド 公 衆 ( 再 掲 )

平成 9 年度 396,06 3 1 12 ,192 278 ,92 0 4 ,95 1 4 ,95 1

10年度 383 ,75 1 10 3,575 27 5 ,28 2 β94 4 ,E

11年度 302 ,30 4 8 0,563 2 17 ,77 6 β65 3 ,965

31.郵便物取扱状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:上000通

年 度

引 受 通 常 郵 便 物 数 ( 県 内 ) 引 受 小 包 郵 便 物 数 (県 内 )

総 数 普通通常
書留としない

速 達 等

書 留
総 数 普 通

書留としない
速 達 等

書 留

計 般 簡 易 計 般 簡 易

平成 9 年度 199 ,75 6 194 ,01 1 2 ,123 3 ,62 2 4 ,559 月6 9 1 13 7 7

10年度 196 ,13 6 189 ,602 2 ,6 3 1 3 ,903 4 ,4 07 ー23 3 1 13 6 1

11年度 194 ,10 1 187 ,371 2 ,5 94 4 ,136 5 ,075 1,8 53 16 9 53

32.電灯・電力需要状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: 1,OOOKwh

分 類
電 灯 需 要

分 類
電 力 需 要

平 成 9 年 度 10 年 度 I 11 年 度 平 成 9 年 度 10 年 度 1 1 年 度

総 計 1ー3 77 ,80 1 1,4 67 ,109 1,4 88 ,2 01 総 計 2 ,6 28 ,244 2 ,7 32 ,73 0 2 ,67 5 ,29 5

定 額 電 灯 5,141 26 ,8 61 27 ,6 35 業務 用 電 力 1,0 27 ,336 1 ,10 9 ,4 14 1 ,111 ,294

従量電灯 A B 1.122 .C 1,191 ,196 1,187 ,242 小 口 電 力 507 ,364 5 30 ,60 9 52 0 ,83 8

従 量 電 灯 C 225 ,0 93 245 ,0 94 269 ,4 29 大 口 電 力 989 ,905 9 94 ,278 94 9 ,80 0

そ の 他 4 ,4 71 3 ,9 62 3 ,8 95 そ の 他 103 ,639 98 ,4 29 9 3 ,36 3

33.ガス需要状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: 1,000m3

年 度
総 数 家 庭 欄 商 業 用 工 業 用 そ の 他

戸 数 消 費 量 ri 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量

平成9年度

10年度

11年度

1 ll ,451　　129,897　　　102,039　　　　65,704　　　　　7,691　　　33,990

113.C　　　　　54,183　　　103,840　　　　26,351　　　　7,502　　　13,836

113,803　　　　55,579　　　104,353　　　　27,680　　　　　7,619　　　13,783
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注)平成10年度より消費長の計算方法に変更があったため、平成9年度までの数倍とは整合しないo
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34・上水道給水状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: l.OOOnfう

年 度 給 水 戸 数 給 水 人 口
配 水 量 巨 収 水 量

有 収 率
総 量 1 日 平 均 1 日 最 大 1 日 薪 少

平成 9 年度 248 ,252 634,333 3,354 245 279 182 78,153 87.4

10年度 252,670 638,049 88,721 243 276 187 78,310 3.3

.11年度 255,250 640 ,748 87,813 24 1 285 181 77,297 88.0

35.交通事故の状況

年 次
総 数 熊 本 北 署 能 本 両 署 能 本 東 署

件 数 死 者 傷 者 件 数 死 者 傷 者 件 数 死 者 傷 者 件 数 死 者 傷 者

平成 9 年 L9 54 3 5 6 ,0 05 1,8 15 2 ,19 9 1 ,30 6 16 1 ,5 78 1 ,8 33 10 ▼228

lo草 5,0 26 2 7 6 ,198 1,8 15 11 2 ,2 18 1 ,5 10 10 1 ,8 8 7 1 ,7 0 1 2 ,0 93

1 1年 5,3 28 6 ,5 10 1,88 5 11 2 ,28 9 1 ,6 26 16 1 ,9 7 7 1 ,8 1 7 12 2 ,24 4

37.火災の原因別件数

志 で
合 計 .Jj !i ': た き火 火遊 び

こんろ - 放火

- (疑含 .)

風 呂

か ま ど
ス トーブ

マ ッ チ

ライター

煙 突
煙 道

電灯電話

配 線
電気機器 焼却 火 不 明 その他

こんろ 天ぷら油

平 成 9 年 24 5 17 4 3 7 7 10 12 16 36

10年 290 2 7 17 54 78 10 2 3 15 1 1 30

1 1年 255 3 0 2 1 17 39 5 7 10 13 4 5

38.救急活動状況　　　(平成11年)

区 分 合 計

蝣. "I サI '・

火 災 自然 災害 水 薙 交 通 労働 災害
- 連動競技

-

.般負傷 加 害
自断 為 L 急 病 - そ の 他一

一

出場件 数 19 ,4 34 22 6 48 2 2 3 ,34 4 144 179 2 ,217 195 33 2 10▼468 2 ,25 9

搬 送 人員 17,8 80 2 6 43 3 ,4 40 135 19 7 2 ,0 50 189 2 26 9 ,6 0 2 1 ,96 5
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■市内の主な官公庁

七 七 li Y , 所 在 地 電 話 番 号 蝣:; 蝣': '7 r , 所 在 地 電 話番 号 官 公 庁 名 所 在 地 電話 番 号

市 関 係

手 取 本 町 1 l1 32 8ー2 1 1 1

産 業 文 化 会 館 花 畑 町 7 -10 32 5 -2 3 1 1 第 八 師 団 司 令 部 八 景水 谷 2丁 目 1 7 -1 3 4 3 -3 14 1

中 央 公 民 館 軍 費 町 5 l1 3 5 3ー0 1 5 1 福 岡 防 衛 施 設 局 熊 本 支 局 東 町 1丁 目ト1 3 6 8 -2 1 7 1

熊 本 市 役 所 希 望 荘 大 江 5丁 目ト1 5 37 1-5 5 3 3 熊 本 行 政 監 察 事 務 所 二の 丸 1ー4 3 2 4 -1 66 2

北 部 総 合 支 所 鹿 子 木町 6 6 24 5 -2 1 1 1 ㍍ 甘 ft '; 大 江 6丁 目 1-7 1 36 3ー4 5 2 2 熊 本 地 方 法 務 局 大 口二3丁 目 1-5 3 3 6 4 -2 14 5

河 内 総 合 支 所 河 内 町 船津 2 0 6 9 -5 2 7 6 -1 1 1 1 子 ど も 文 化 会 館 新 町 1 T El3 -l l 32 3 -0 5 0 5 熊 本 地 方 検 麿 庁 京 町 1丁 目1 2 -l l 3 2 3ー9 0 30

飽 rI l 総 合 支 所 浜 口町 1 04 2 2 7 -1 1 1 1 総 合体 育館 l 青 年 会 m 出 水 2丁 目7 l 1 3 8 5 -1 0 1 0 熊 本 刑 務 所 渡 廃 7 丁 目1 2ー1 3 6 4 -3 1 6 5

天 明 総 合 支 所 奥 古 閉 町 2 0 3 5 2 2 3 -1 1 1 1 交 通 局 大 江 5丁 n i-4 0 3 6 1-5 2 1 1 熊 本 少 年 鑑 別 所 池 田 1 T E∃9 -2 7 3 2 5 -4 1 3 1

南 部 市 民 セ ン タ 】 南 高 江 町 17 5 -1 3 5 8 -1 20 5 水 道 局 水 心 .V 6 J II2 -15 3 6 1-5 4 4 8 熊 本 保 護 観 察 所 大 江 3丁 目 1-5 3

ケ

二 の 丸 1.2

36 6 -8 0 8 0

宰 相 市 民 セ ン タ I 御 幸 笛 岨 町 4 9 0 -1 3 7 8 -0 17 2 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 新 屋 敷 1丁 目1 8 -2 8 3 6 4 -0 6 3 3 熊 本 公 安 調 査 事 務 所 3 6 3 -1 1 0 0

秋 津 市 民 セ ン タ 】 秋 津 3丁 目 15 -1 3 6 8 -2 20 5 勤 労 婦 人 セ ン タ ー 本 LlJ 2丁 ヒ】9 -5 1 3 2 2 -5 88 8 九 州 農 政 局 3 5 3 -3 5 6 1

龍 悶 市 民 セ ン タ I 能 出 町 弓 削 11 9 2 3 3 8ー2 23 1 五 指 地域 開 発セ ン ター 机 丁 町 2 T B 2 5 3 5 9▼0 3 0 0 熊 本 営 林 局 京 町 本 丁 2一7 32 8 -3 5 0 0

西 部 市 民 セ ン タ ーl 小 島 上 町 3 2 -1 3 2 9 -7 20 5 健 軍 文 化 ホ P ル 若 葉 3丁 目5 -l l 3 6 8一1 2 2 1 森 林 総 合 研 究 所 九 州 支 所 黒 髪 4 丁 目 1ト 1 6 34 3 -3 1 68

託 昧 市 民 セ ン タ ー 長 嶺 東 7 丁 [∃1 1 -1 5 3 8 0 -3 1 1 1 く ま も と 工 芸 会 館 川 尻 町 】0 2▼1 3 5 8 -5 7 1 1 熊 本 食 糧 事 務 所 八 王寺 町 ト2 0 3 7 8一3 1 7 1

東 部 市 民 セ ン タ ー 錦 ケ 丘 ト1 3 6 7 -14 1 1 金 峰 山 少 年 自然 の 家 池 上 町字 西 平 山 2 7 7▼2 1 24 熊 本 陸 運 支 局 東 町 4 十日 14▼3 5 36 9 -3 1 88

清 水 市 民 セ ン タ ー 清 水 亀井 町 14 -7 3 4 3一9 16 1 東 部 環 境 工 場 戸 島正 玄 塚 3 8 0▼8 2 1 1 熊 本 地 方 気 象 台 京 町 2 丁 U 12 -2 0 35 2▼7 7 4 0

大 江 市 民 セ ン タ ー 大 江 6十 ロト 8 5 3 7 2- 03 11 西 部 環 境 工 場

】県 関 係

城 山 薬 師 町 3 6 3

水 前寺 6丁 目 1 8 -1

3 2 9 -0 9 0 0

3 8 3 -1 1 1 1

九 州 郵 政 局 城 東 町 1I 1

V

二 の 丸 ll4

32 8一5 1 34

花 LA 市 民 セ ン タ ー 花 園 5丁 目8 .3 3 5 9 -1 12 2 九 州 郵 政 監 察 局 32 8 -5 4 2 0

総 合 女 性 セ ン タ 】 γ や 3 j、 13 -1 0 3 4 5- 25 5 0 九 州 電 気 通 信 監 理 局 3 26▼7 8 0 6

明 生 園 花 固 7丁 H 1 9一1 3 2 5- 13 5 0 I k : ' ' 熊 * 蝣;>;蝣 巾 鵜 4 - t j 二 の 丸 1l 2 35 5 -3 1 8 1

隣 保 館 本 荘 4 JT J 6 -6 3 6 6▼73 1 0 熊 本 事 務 所 南 千 反畑 町 4 -3 3

'/

南 千 反畑 町 3 l7

3 5 2 -4 1 1 1 熊 本 労 働 基 準 監 督 署 大 江 3 丁 目ト5 3 36 2 -7 1 0 0

「ーf 立 産 院 本山 3丁 Lー5 -l l 3 2 5 -3 2 5 9 熊 本 労 政 事 務 所 3 5 2ー4 1 1 1 熊 下 士 や 職 瀧 '蝣'・C 蝣:! ヰ 人 汁 G T M l -3 9 3 7 1-8 6 0 9

心 付 a "(r 九 品 寺 1 T g 1 3 -1 6 3 6 4 -3 18 5 総 合 福 祉 セ ン タ 】 3 2 2 -8 44 0 九州地 方建設局熊本工事事務所 西 原 1丁 1 12 -1 38 2 -1 1 1 1

中央保 健 福 祉 セ ン タ ー 九 品 寺 1丁 [】1 3 -1 6 3 6 4 -3 1 13 熊 本 西社 会 保 険 事 務 所 千 葉 城町 2 -3 7 3 5 3 -0 1 4 1 熊 本 地 方 裁 判 所 京 町 1丁 目 13 - ll 3 25 -2 1 2 1

四 保 健 福 祉 セ ン タ ー 新 町 2丁 目4▼2 7 3 5 4▼1 20 1 熊 本東 社 会 保 険 事 務 所 >k 町 1 十 16 --51 3 6 7 -2 5 0 0 熊 本 家 庭 親 判 所 千 栄 城 町 3ー3 1 3 55 -6 1 2 1

東 保 健 福 祉 セ ン タ ー 錦 ケ丘 ト 1 3 5 6 -30 0 0 熊 本 県 中 火 保 健 所 南 千 反畑 町 4一3 3 35 4 -5 5 8 1 国 立 熊 本 病 院 ∴ iV L l -6 3 53 -6 5 0 1

北 保 健 福 祉 セ ン タ I 清 水 本 町 16 - 10 3 4 5 -2 7 5 熊 本 土 木 事 務 所 東 町 3丁 口1ト 6 3 36 7▼m i J R -/L州旅客 鉄 道惟頒巨本支社 春 E] 3丁 目 15 -1 3 52 -0 8 1 8

南 保 健 福 祉 セ ン タ ー 平 成 1丁 ー∃10一8 3 5 5一4 1 1 1 熊 本 県 警 察 本 部 水 前 寺 6 」一日1 8一1 38 1-0 1 1 0 lj 本 た ば こ 産業 淋)熊 本 支 社 千 葉 城 町 1 -2 1 3 56ー3 1 1 1

動 物 管 車Lllセ ン タ 】 小 山町 4 5 3 8 0 -2 15 3 熊 本 北 警 察 署 中 音 町 5 -13 32 3 -0 1 1 0 N T T 九 州 支 社 桜 町 3 .1 3 2 1-2 0 3 1

環 境 総 合 研 究 所 画 図町 所 島 4 0 4ー1 3 7 9 -2 5 1 1 熊 本 商 警 察 署 十 禅 寺 3 T R 3ー2 8 32 6 -0 1 1 0 日 本 銀 行 熊 本 支 店 山崎 町 1 5 3 59 -9 5 14

山 民 病 院 湖 東 1 」.目ト6 0 3 6 5 -1 7 1 1 熊 本 東 警 察 署 東 町 3丁 El 11 -4 8 36 8 -0 1 1 0 国 民 金 融 公 雄 熊 本 支 店 安 政 町 4 -2 2 3 53 -6 12 1

魚 肉 セ ン タ ー 瑞 ー程 ^ ! . | :o l 3 7 1-6 4 1 1 ll-1 十 回 や !!H 出 水 2丁 目5 ll 38 4 -5 0 0 0 住 宅 金 融 公 庫 南 九 州 支 店 水 前 .'j-2丁 1 16 - l l 3 87 ▼20 0 0

熊 本 城 総 合 事 務 所 本 丸 1-1 35 2 -5 98 4 県 立 美 術 館

国 関 係 、 そ の 他

二 の 丸 2

二 の丸 ト 2

o

東 町 3丁 目 2一53

35 2 -2 11 1

3 5 3 -6 3 5 1

中 小 企 業 金融 公 庫 熊 本 支 店 手 取 本 町 2 l5 3 52 -9 15 5

競 輪 場 水前 寺 5 T H 23 - 1 38 4 -0 2 0 3 農 林 漁 業 金融 公 庫 熊 本 支 店 南 千 反 畑 町 2 l6 3 53 -3 10 4

博 物 館 -古 京 町 3 l2 3 24 -3 5 0 0 商 工 中 金 熊 本 支 店 城 東 町 2一2 3 3 52 -6 18 4

水 前 寺 競 技 場 水 前 寺 5丁 目 23 -3 38 ト9 3 2 3 + 人 用 Ill ft l.-j 農 林 中 金 熊 本 支 店 水 道 町 5 -1 5 3 53 -1 19 1

劫 椛 物 LkJ 健 草 5丁 B 1 4一 3 6 8-4 4 1 6 熊 本 国 税 局 3 54 ▼6 17 1 N H K 熊 本 放 送 局 千 葉 城 町 2ー7 3 5 3 -2 15 1

消 防 局 大 江 3 ∫一口 1 l3 3 6 3- 7 17 1 熊 本 東 税 務 署 3 6 9 -5 5 6 6 熊 本 蘭 T L 会 議 所 横 紺 屋 町 1 0 3 54 一66 8 8

中 央 消 防 署 /, 3 6 4- 75 2 0 熊 本 西 税 務 署 蝣;: ;.'蝣>九 11 3 5 5ー1 18 1 熊 本 R R 新 聞 社 l旺安 町 1 7 2 3 6 1 -3 1 1

仲 ÷i'l '蝣>, 下 米 屋 町 H J目1 2 -1 3 5 3一27 6 9 八 代税 関 支 署 熊 本 出 張 所 大 江 3丁 目 1 -5 3 3 6 2 -0 8 2 2 九 州 電 力 (紬 熊 本 支 店 上 水 前 寺 1 -6 -3 6 3 8 7 -3 1 1 1

健 軍 ffi 防 -1 - 東 町 4丁 目 6ー1 7 3 6 5 -0 3 1 1 九州管 区警 察局熊 本県 通 信部 水 前寺 6丁 目】1.8 -1 3 8 1ー0 1 10 西 部 瓦 斯 (仰 熊 本 支 店 春 日2 T U 4 -30 3 5 5 -12 4 1

市 民 会 館 桜 町 1-3 3 5 5 -5 23 5 陸 上 自衛 隊 西部 方 面 総 監 部 東 町 l丁 目1 -1 3 6 8▼5 1 1 1
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熊本市民愛市憲章
-品位ある市民の誇りのために-

1　私たち熊本市民は、清潔で住みよい街をつくりましょう。

1　私たち熊本市民は、郷土の自然や文化財を大切にいたしましょうu

l　私たち熊本市民は、時間を正しく守りましょう(A.

1　私たち熊本市民は、交通道徳を重んじましょう。

1　私たち熊本市民は、互いにあたたかく交わり、旅行者を親切に迎えましょう,I

(昭和35年5月11[]制定)

都市宣言
「森の都」都市宣言に関する決議

自然環境の回復による生活環境の保全は、今や人類共通の課題となっている。

由来、わが熊本市は、豊かな緑、活例な水に恵まれた自然の下、今日の発展を遂

げてきたが、急激な都市化の波に、今や昔日の面影は一変しようとしている-_,

ここにおいてわれわれは、市民の総力を結集して緑と水の保全・回復につとめ、

もって人間優先の快適な都市環境づくりに遇進せんことを誓い、わが熊本市を「森

の都」とすることを宣言するG

昭和47年10月2日 熊本市議会

地下水保全都市宣言に関する決議

限りある地球の資源の保全は、自然環境の回復と共に人類共通の課題であり、水

資源についてもその例外ではない。

古来、わが熊本市は豊かな緑と活例な地下水に恵まれた自然のIF生々発展を遂げ

て来たが、今日における無秩序な地下水の開発と自然環境の破壊は、今や地下水の

汚染をはじめその枯渇さえ憂慮される状態にある。

よって、本議会は市民の総意を結集Lて自然環境の回復、保全をはが1、貴重な

水資源を後世まで守り伝えていくことを誓い、ここにわが熊本市を地下水保全都市

とすることを宣言する。

昭和51年3月22日 熊本市議会

健康都市宣言

熊本市は、緑と水に恵まれた豊かな自然と先人が築いた伝統と文化を擁L、地方

における近代的な中枢都市として発展しつつあるo

Lかし、都市化の進展に伴い市民生活を支える基本である心身の健康を阻害する

要因が増大しているL。

熊本市は、市民とともに明るく健康な郡市をめざして諸施策を結集し、その実硯

につとめなければならない。

ここに、すべての市民の健廉を市政の目標として、熊本市を「健康都市」とする

ことを宣言する。

昭和54年10月1日 熊w

平和都市宣言

熊本市は、先の大戦において、多くの尊い人命を失うとともに、市街地のほとん

どを焼失するなど、大きな災禍を被った。

戟後、焦土の中から立ち上がった市民の英知とたゆまぬ努力によって、緑と水の

豊かな自然環境や先人の築いた歴史と文化に支えられながら、今や九州中央の中枢

都市として着実に発展を続けているC

私たち熊本市民は、戦後50周年の大きな節目にあたり、先の大戦への深い反省に

立ち、未来に向けて5Ii和で豊かな社会を築き、かけがえのない自然環境を次代に引

き継ぐため、再び戦争の惨禍を繰り返さないことを誓うとともに,人類共通の顧い

である世界の恒久平和の達成を希求し、ここに「1l':和都市」を宣言する。

平成7年7月27口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本市

環境都市宣言

私たちのふるさと熊本市は、大阿蘇の大地を源とする地下水と緑に恵まれ、この

豊かな自然の中で重厚な文化をはぐくみ、 「森の郁」と呼ばれる美しい近代都市と

して発展してきました。

しかし、近年、都市化の進展と生活様式の多様化などにより、自然の仕組みが損

なわれ、恵みの地下水も将来が危ぶまれていますC,

いまこそ私たちは、大気と水と大地で成り立つ地球の自然が、人類だけではなく
いtO "蝣

生命あるものすべてにとって、かけがえのないものであることをあらためて思い起

こし、その保全のために、自然界の生態系に学んだ循環型社会へと、転換を岡って

いかなければなりません、。

私たちは、美しく豊かなこのふるさとの環境を守り育て、これを次の世代に引き

継いでいくことを誓い、ここに熊本市を「環境保全都市」とすることを宣言します。

平成7年9月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本市

スポーツ都市宣言に関する決議

全ての市民が生涯にわたり活力に満ちた健康的な生活を営むことは、まちづくり

の基本である.1

スポーツの振興は、市民生活の根幹となる心身の健康の保持に欠かせないもので

あるが、加えて、青少年の健全育成、生き甲斐づくり、地域との交流、自然とのふ

れあいといった多くの観点からも積極的に推進していく必要がある,-

よって、本議会は、 21世紀に向け3つのスローガンを掲げ、全ての熊本市民がス

ポーツを適して健脚勺でいきいきと生活できる都市を目指すことを誓い、ここに花

が熊本市を「スポーツ郡市」とすることを宣言する.

1　スポーツを通じて健やかなこころと体を創ろう(ニ,

1　スポーツを通じて人と自然にふれあおう。

1　スボ-ツを通じていきいきとしたまちを創ろう1

平成11年8月27日 熊本市議会
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光るグリーンシティ
作　　詞　藤本征男

補作・作曲　イルカ

1.白い長塀　お堀にゆれて

楠の若葉に　小鳥が歌う
心そよがす　春風のように
かがやく明るい　日差しのように

グリーンシティー　広い　父の背中に似て
グリーンゴンティー　あつい　母の胸のように
その大きな　あなたが　まぶしくて-=-

愛しています--・くまもと

-　2ー亨育らな水に　花びら浮かべ

二人の愛を　うつす水前寺
君をつつんで　生きてゆくよと
見上げる青空　あの雲のように

グリーンシティー　広い　父の背中にイ以て
グリーンシティー　あつい　母の胸のように
その大きな　あなたが　まぶしくて---

愛しています一一くまもと

3ー阿蘇にとばりが　静かにおりて

夕日に燃える　有明の盲嘩
明日を夢みて　希望をだいて
家路をたどる　あの烏のように
グリーンシティー　広い　父の背中に似て

グリーンシティー　あつい　母の胸のように
その大きな　あなたが　まぶしくて一一
愛しています一一くまもと

くまもとマイソング「光るグリーンシティ」

は、熊本市制100周年を記念して制作しました。

全国から寄せられた多くの応募作品の中から選

ばれた熊本市八幡町の藤本征男さんの歌詞に、

イルカさんに作曲していただきました。

今後、人間味あふれる街づくりの中で、熊本

市をイメージする新しい歌として、広く市民の

皆さんに親しまれ、また、機会あるごとに歌っ

て頂ければ事に存じます。
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